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大阪府印刷工業組合 12
2019http://osaka-pia.or.jp/

認証製品

彩り障子
有限会社種村建具木工所 作

大阪製ブランドホームページ随時更新中！

【特集】第52回

長寿会
【マーケティング委員会】セミナー「待ったなし！ 事業承継！」
【広報委員会】ダイバーシティ＆インクルージョン

【支部活性化プロジェクト】3支部（摂陽・生栄・東和）合同ゴルフコンペ

【全印工連フォーラム】

「幸せな働き方改革」へ向けて!!
 ～ステップ3「業務革新」～
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C O N T E N T S

※今月号より用紙が変わりました。

関西営業支社 印刷用紙グループ TEL.06-6363-7184
用紙提供：日本製紙（株）

当社A2マットコート紙の関西以西限定銘柄です。
伝統技術と長年の経験を継承し、お客様の声を取り
入れながら造り上げた、西日本で最も品質に定評の
あるマットコート紙です。

シルバーダイヤS
（塗工紙・104.7g/㎡  A/Y〈57.5〉）（表紙・本文とも）

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、世
界
陸
上・バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ・ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど
、ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
が
目
白
押
し
で
す
。世
界
陸
上
で

は
、競
歩
の
鈴
木
選
手・山
西
選
手
が

五
輪
を
含
め
日
本
人
初
の
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
す
る
快
挙
を
成
し
遂
げ
、バ

レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
は
久
し
振
り
に
上

位
に
食
い
込
む
活
躍
を
見
せ
、２
０
２

０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
期

待
の
持
て
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
も
増
し
て
注
目
は
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
活
躍
で
す
。前
回

大
会
で
南
ア
フ
リ
カ
に
奇
跡
の
勝
利

で
３
勝
し
た
も
の
の
、決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
は
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、今
大
会
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド・ス
コッ

ト
ラ
ン
ド
に
歴
史
的
勝
利
、４
戦
全

勝
で
見
事
に
ベス
ト
８
に
進
出
し
ま
し

た
。残
念
な
が
ら
南
ア
フ
リ
カ
の
壁
に

阻
ま
れ
ベス
ト
４
進
出
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
が…

。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
日
本
代
表
メ
ン

バ
ー
３１
名
の
う
ち
外
国
出
身
者
が
約

半
数
の
１５
名
と
い
う
こ
と
で
す
が
、さ

ま
ざ
ま
な
人
種
、言
語
、宗
教
、習
慣

の
人
た
ち
が
ひ
と
つ
と
な
り
、日
本
人

が
一
番
得
意
と
す
る
チ
ー
ム
プ
レ
イ
で

勝
利
す
る
、ま
さ
に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

全
印
工
連
に
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
委
員
会
と
い
う
専
門
委
員
会
が

あ
り
、ま
た
大
印
工
組
で
も
一
昨
年
、

経
営
合
理
化
委
員
会
に
よ
る「
外
国

人
技
能
実
習
生
制
度
」の
セ
ミ
ナ
ー
が

行
わ
れ
、実
際
に
受
け
入
れ
を
さ
れ
て

い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。少
子
高
齢

化
、人
手
不
足
の
折
柄
、今
ま
で
と
は

違
う
多
様
な
人
材
を
育
成
し
活
か
す
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
が
注
目
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
重
要
な
課
題

の
ひ
と
つ
に
なって
く
る
で
し
ょ
う
。

1

今月号の表紙

今月号の用紙

大阪製ブランド〈シリーズ11〉

有限会社種村建具木工所／大阪市 作

「彩り障子」は、豊富な歴史資源が今も伝わる
平野郷や喜連郷の地で育まれた木組みの伝統
技術を後世につなぐために開発された商品。
障子紙と落水紙との併用が、ステンドグラスの
ような美しさを放ち、和モダンな空間を演出。
壁掛けや屏風をはじめ、ランプや小物入れなど、
さまざまなシーンで和紙と障子が織りなす光と
影の優しくも華やかな世界を味わえます。

記事・取材協力：（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）　　
デザイン・制作：（有）ティーズ／校正：富士精版印刷（株）／印刷：国際印刷工業（株）

彩り障子
【全印工連フォーラム】「幸せな働き方改革」へ向けて!!
【全印工連フォーラム】委員会レポート
【全印工連フォーラム】ゴルフ大会
【特 集】第52回 長寿会
【マーケテイング委員会】セミナー「待ったなし！ 事業承継！」
【連 載】知ってはりまっか大阪 -100回-
【広報委員会】ダイバーシティ推進委員会 in 宮崎
【交流サービス委員会】大阪印刷産業人ゴルフ大会
【支部活性化プロジェクト】3支部（摂陽・生栄・東和）合同ゴルフコンペ
【委員会レポート】
【経営合理化委員会】告知：ショールーム見学会 ＆ セミナー／トヨタ（2/18）
【DNA(大青協ネクストアドバンス)】
【支部だより】
【南親支部】南会長叙勲お祝い会
【大阪印刷関連団体協議会】新年互礼会・講演会、懇親情報交歓会
【PRI・O グルメレポート】
【PRI・O グルメレポート】
【技術情報】（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）
【人材人財】ウチのイチ押し君
【クローズアップ カンパニー】富士精版印刷（株） 記事広告
【SEMINAR】D.D.S.S.
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全
印
工
連
フ
ォ
ー
ラ
ム 

全
体
会
議

　

当
日
は
心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響

も
な
く
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州・

沖
縄
ま
で
3
0
0
人
を
超
え
る
参
加

者
を
こ
こ
大
阪
の
地
に
迎
え
懇
親
会

ま
で
滞
り
な
く
好
評
の
う
ち
、無
事
運

び
終
え
た
こ
と
を
ま
ず
も
って
ご
報
告

し
た
い
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
理
事
長
会
、各
委
員

会
、全
青
協
代
表
者
会
議
が
13
時
よ

り
開
始
、14
時
30
分
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

ア
ジ
ェン
ダ
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
た
。結

果
に
つ
い
て
は
こ
の
後
14
時
45
分
か
ら

の
全
体
会
議
の
席
で
そ
れ
ぞ
れ
発
表
い

た
だ
い
た
。14
時
45
分
か
ら
は
全
体
会

議
が
開
催
さ
れ
、ま
ず
、司
会
の
全
印

工
連
池
尻
専
務
の
開
会
宣
言
の
後
、全

印
工
連
滝
澤
副
会
長
よ
り
開
会
の
挨

拶
が
行
わ
れ
た
。

　

次
に
、学
校
法
人
産
業
能
率
大
学

綜
合
研
究
所
普
及
事
業
本
部
プ
ロ
ジェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
内
藤
英
二
氏
よ
り

「『
幸
せ
な
働
き
方
改
革
』へ
向
け
て
！！

〜
ス
テ
ッ
プ
３『
業
務
革
新
』〜
」の
概

要
に
つ
い
て
、従
業
員
中
心
の
や
り
が
い

や
働
き
が
い
動
機
づ
け
な
ど
組
織
内

部
の
業
務
革
新「
ナ
ガ
レ
ル
」、「
コ
ダ
ワ

ル
」、「
ツ
ク
ル
」、「
ト
ト
ノ
エ
ル
」の
4
つ

の
従
業
員
参
画
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を
通
じ
て
各

社
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば

よ
い
の
か
、成
功
モ
デ
ル
と
は
な
に
か
を

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。今
後
の

各
社
の
取
り
組
み
に
成
果
への
期
待
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
と
なっ
た
。

　

講
演
の
後
、臼
田
会
長
か
ら
挨
拶・

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、毎
回
期
待
さ

れ
る
恒
例
の
カ
タ
カ
ナ
、あ
る
い
は
ア
ル

フ
ァベッ
ト
を
交
え
た
、ま
さ
に
今
、旬
の

キ
ー（
キ
ラ
ー
）ワ
ー
ド
、今
回
は
D
X

（
デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）が
お
披
露
目
さ
れ
た
。臼
田
会
長
い

わ
く
時
間
の
関
係
上
、興
味
あ
る
方
は

さ
ら
に
ご
自
身
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
と

の
メッ
セ
ー
ジ
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

次
に
６
つ
の
委
員
会（
経
営
革
新

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、環
境
労
務
、組
織
共

済
、教
育
研
修
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
、

C
S
R
推
進
）と
全
青
協
各
県
青
年
会

代
表
者
会
議
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
た
。

　

最
後
にA
dobe

特
別
ラ
イ
セ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
新
契
約
に
つ
い
て
、土
屋
委

員
か
ら
ビ
デ
オ
を
使
って
の
概
略
説
明

が
あ
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

で
は
、全
印
工
連
作
道
副
会
長
よ
り
契

約
さ
れ
な
い
理
由
は
何
か
を
実
際
に
契

約
さ
れ
て
い
な
い
参
加
者
へ
尋
ね
る
場

面
も
あ
っ
た
が
、今
後
の
新
規
契
約
に

も
つ
な
が
る
意
義
の
あ
る
発
言
で
あ
っ

た
。

　

最
後
に
全
印
工
連
細
井
副
会
長
か

ら
閉
会
の
辞
が
あ
り
全
体
会
議
終
了

と
な
り
、こ
の
後
、大
阪
工
組
が
主
催
し

た
懇
親
会
が
18
時
30
分
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

全
印
工
連
フ
ォ
ー
ラ
ム 

懇
親
会

　
18
時
30
分
よ
り
開
始
、参
加
者
2
8 

7
名
で
当
地
大
阪
工
組
の
名（
迷
？
）司

会
、例
会
運
営
委
員
会
家
田
委
員
長

と
松
本
副
理
事
長
の
掛
け
合
い
で
始

ま
り
、最
初
に
司
会
か
ら
は
大
阪
も
ん

の
河
内
ワ
イ
ン
や
地
元
池
田
の
銘
酒

「
呉
春
」、た
こ
焼
き
に
最
適
の「
た
こ

シ
ャ
ン
」と
そ
れ
ら
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
、

及
び
大
阪
紹
介
ブ
ー
ス
、法
被
姿
の
例

会
役
員
の
紹
介
の
後
、フ
ォ
ー
ラ
ム
開

催
工
組
で
あ
る
大
阪
工
組
の
作
道
理
事

長
よ
り
開
会
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

乾
杯
の
発
声
は
全
印
工
連
副
会
長
、愛

知
工
組
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
た
木
野

瀬
吉
孝
氏
よ
り
行
わ
れ
た
。歓
談
の

後
、い
よ
い
よ
メ
イ
ン・イ
ベ
ン
ト
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョン「
オ
ペ
ラ
」が
偽
チ
ー
フ（
演

者
）（
後
に
本
物
が
紹
介
さ
れ
る
）の
登

場
と
と
も
に
大
音
量
の
音
楽
と
歌
声

が
流
れ
る
と
同
時
に
会
場
は
大
喝
采
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。し
ば
ら
く
劇

と
音
楽（
ク
イ
ー
ン
の
フ
レ
デ
ィ
ー
マ
ー

キ
ュ
リ
ー（
も
ど
き
）ま
で
登
場
）に
沸

き
、時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

り
、ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
も
好
評
の
う
ち
に

終
演
と
なっ
た
。

　
そ
の
後
、来
年（
2
0
2
0
年
）２
月

15
日
に
秋
田
で
開
催
さ
れ
るPrint 

N
ext2020

の
Ｐ
Ｒ
を
同
実
行
委
員

会
東
海
林（
し
ょ
う
じ
）運
営
委
員
長

及
びPrintN

ext2020

実
行
委
員

会
メ
ン
バ
ー
に
て
時
間
いっ
ぱ
い
、目
いっ

ぱ
い
会
場
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
く

よ
う
P
R
さ
れ
た
。

　

結
び
に
、当
組
合
の
副
理
事
長
で
あ

る
浦
久
保
よ
り
大
阪
締
め
に
て
、会
場

の
方
々
よ
り
名
残
惜
し
い
と
の
声
と
雰

囲
気
の
な
か
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
報
告
／
大
阪
工
組
事
務
局
）

「幸せな働き方改革」へ向けて!!
～ステップ3「業務革新」～

開催：令和元年10月4日（金）　ホテル日航大阪（心斎橋）

全印工連フォーラム 全体会議

全印工連フォーラム

全印工連 滝澤副会長

教育研修委員会 土屋委員長

講師 内藤英二氏

ダイバーシティ推進委員会 小野委員長

全印工連 臼田会長

CSR推進委員会 三島委員長

経営革新マーケティング委員会 福田委員長

全国青年印刷人協議会 青木議長

環境労務委員会 惟村委員長

組織共済委員会 白橋委員長

全印工連フォーラム 懇親会
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全印工連フォーラム委員会レポート全印工連フォーラム委員会レポート

【
議
題
1
】令
和
元
年
度
事
業
の
推
進
方

法
につ
い
て

１
．事
業
承
継
支
援（
M
&
A
、相
続
）事
業

⑴「
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
」の
啓
蒙

　
と
推
進

①
利
用
状
況（
累
計
：
2
0
1
9・8・31

　
現
在
）

　
■
契
約
件
数
：
6
件(

累
計)（
事
業
承

　
継
支
援
：
1
件
、M
&
A
支
援
：
5
件
）

　
■
問
合
せ
件
数
：
68
件

⑵「
事
業
承
継
ガ
イ
ド
ブッ
ク
」の
周
知

⑶
印
刷
業
界
の
た
め
の
事
業
承
継
セ
ミ

　
ナ
ー
の
開
催

２
．経
営
イ
ノ
ベ
ー
ション
事
業

⑴
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン・プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
への
ス

　
テッ
プ
アッ
プ
支
援

①『5STEPS 5KEYS 5D
O
O
RS

ソ

　
リュー
ション・プ
ロ
バ
イ
ダ
ーへの
ス
テ
ッ

　
プ
アッ
プ
ガ
イ
ド
』の
販
売

②
セ
ミ
ナ
ー「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン・プ
ロ
バ
イ

　
ダ
ーへの
ス
テッ
プ
アッ
プ
ガ
イ
ド
」の
企

　
画・運
営

⑵
財
務
知
識
習
得
と
経
営
計
画
策
定
支
援

⑶「
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ
」の
開
催…

申

　
込
状
況
：
11
社
13
名（
9
月
時
点
）

⑷
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
新
事
業
の
構
築

⑸
経
営
イ
ノ
ベ
ー
ション
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
．マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
事
業

⑴「
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」の
運
営・

　

配
信
拡
大
：
71
回
配
信・紹
介
記
事

　
88
件（
2
0
1
9・9
現
在
）

⑵
異
業
種
のマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
手
法
の
研
究

⑶
欧
米
印
刷
業
界
の
調
査・研
究…

中
止

　
（
参
加
者
が
集
ま
ら
な
かった
た
め
）

⑷
プ
リ
ン
ト
ズ
ー
ム
の
発
行
協
力

⑸
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

４
．下
請
適
正
取
引
の
研
究

⑴「
印
刷
業
に
お
け
る
下
請
適
正
取
引
等
の

　
推
進
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
研
究

⑵
中
小
印
刷
業
の
立
場
か
ら
見
た
商
取

　
引
の
自
主
行
動
計
画
の
作
成

⑶
印
刷
関
連
他
団
体
と
の
連
携
の
推
進

【
議
題
２
】委
員
会
の
数
値
目
標
設
定
につ
い
て

⑴
事
業
承
継
支
援
セ
ン
タ
ー
に
係
る
相
談

　
件
数
の
目
標
数
：
50
件

⑵
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
に
係
る
実
施
工
組

　
の
目
標
数
：
15
回

⑶「
共
創
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
」に
係
る
ベ

　
ン
ダ
ー
の
配
信
：
20
回

経
営
革
新

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会

委
員
長
／
福
田
浩
志

副
委
員
長
／
田
畠
義
之
・
伊
藤
壽
彦
・

浜
田
彰

【
報
告
事
項
】令
和
元
年
度
事
業
につ
い
て

１
．環
境
労
務
セ
ミ
ナ
ー
の
周
知
に
つ
い
て

①「
知
ら
な
かっ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
労

　
働
法
と
労
働
基
準
改
正
案
セ
ミ
ナ
ー
」

　
の
開
催
状
況

　
開
催
済
：
８
月
22
日（
徳
島
工
組
）、

　
９
月
13
日（
佐
賀
工
組
）

　
開
催
予
定
：
12
月
５
日（
三
重
工
組
）

②「
中
小
印
刷
業
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

２
．関
連
法
令・情
報
提
供
につ
い
て

①
令
和
元
年
度
地
域
別・新
産
業
別
最

　
低
賃
金
の
周
知                

②｢

働
き
方
改
革
関
連
法｣

に
関
す
る
制

　
度
開
設
動
画
の
配
信
開
始

３
．第
18
回
環
境
優
良
工
場
表
彰・G
P

　
認
定
制
度
大
賞
につ
い
て　

　
９
月
13
日（
金)

に（
一
社
）日
本
印
刷
産

業
連
合
会
主
催
の「
2
0
1
9
年
印
刷

文
化
典
」が
開
催
さ
れ
、第
18
回
環
境
優

良
工
場
表
彰
と
G
P
認
定
制
度
大
賞
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。第
19
回
環
境
優
良

工
場
表
彰
の
応
募
受
付
は
、本
年
12
月
の

受
付
開
始
予
定
。

【
議
題
１
】令
和
元
年
度
事
業
の
推
進
状

況
につ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

１
．各
地
区
で
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器・Ｇ
Ｐ
認

　
定・環
境
推
進
工
場
の
普
及
状
況
と
目

　
標
値
の
確
認

①
Ｖ
Ｏ
Ｃ
警
報
器
販
売
状
況…

計
4
9 

　
7
台
販
売（
今
年
度
：
41
台
販
売
）

②
G
P（
グ
リ
ー
ン
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
）認

　
定
制
度
の
普
及
協
力　

　
G
P
工
場
認
定
登
録
状
況
：
4
0
0

　
工
場（
令
和
元
年
10
月
現
在
）…

（
今
年

　
度
4
工
場
登
録
）

　

※

内
、全
印
工
連
は
2
4
7
工
場（
前

　
回
6
月
か
ら
1
工
場
減
）

③
環
境
推
進
登
録
工
場
認
定
状
況　

　
登
録
状
況
：
1
1
1
工
場…

（
今
年
度

　
6
社
登
録
）

　

講
習
会
開
催
予
定
：
10
月
10
日(

島

　
根
工
組※

更
新)

、11
月
８
日（
東
印
工

　
組
）、11
月
19
日（
大
印
工
組  ※

更
新
）

環
境
労
務
委
員
会

委
員
長
／
惟
村
唯
博

副
委
員
長
／
小
野
淳
・
内
田
和
之

〈
報
告
事
項
〉

⒈ 

組
合
員
加
入
状
況

⒉ 

組
合
員
加
入
挙
積
工
組
の
表
彰

⑴
平
成
30
年
度
表
彰
工
組

　
報
奨
金（
5
万
円
）：
宮
城
工
組

　
報
奨
金（
3
万
円
）：
山
梨
工
組
、

　
京
都
工
組
、佐
賀
工
組

⑵
令
和
元
年
度
表
彰
基
準

　
4
月
1
日
時
点
で
前
年
度
期
首
に
比
べ

　
て
組
合
員
数
が
増
加
し
た
工
組

　
純
増
4
社
以
上　
報
奨
金
5
万
円　

　
純
増
3
社
以
内　
報
奨
金
3
万
円

⒊ 

各
共
済
制
度
の
加
入
状
況

⒋ 

平
成
30
年
度
共
済
キ
ャン
ペ
ー
ン
表
彰

⑴
表
彰
工
組

　
報
奨
金（
15
万
円
）：
宮
城
工
組
、

　
富
山
工
組
、山
口
工
組

　
報
奨
金（
10
万
円
）：
沖
縄
工
組
、

　
群
馬
工
組
、広
島
工
組
、香
川
工
組
、

　
福
島
工
組
、新
潟
工
組
、和
歌
山
工
組

⑵
表
彰
式

　

令
和
元
年
11
月
14
日（
木
）開
催
の
理

　
事
会
の
席
上
で
行
う

５
．令
和
元
年
度
共
済
キ
ャン
ペ
ー
ン
の
推
進

⑴
重
点
工
組

⑵
キ
ャン
ペ
ー
ン
推
進
要
領

〈
協
議
事
項
〉

●
令
和
元
年
度
委
員
会
目
標
管
理

　
白
橋
委
員
長
が
、今
年
度
の
委
員
会
数

値
目
標
につ
い
て
下
記
の
と
お
り
説
明
し
、

目
標
達
成
に
向
け
て
協
力
を
要
請
し
た
。

①「
生
命
共
済
の
組
合
員
数
に
対
す
る
加

　

入
率
35
％
」を
目
指
し
、現
状
よ
り
１

　
ポ
イ
ン
ト
で
も
多
く
の
加
入
率
を
達
成

　
す
る
。

②
組
合
員
数
純
増
お
よ
び
増
減
ゼ
ロ
の
工

　

組
を
増
や
し
、全
体
と
し
て
、平
成
30

　
年
度
の
前
年
度
比
▲
3.2
％
か
ら
0
％
に

　
少
し
で
も
近
づ
け
る
。

〈
意
見
情
報
交
換
〉

⒈ 

組
合
加
入
と
共
済
事
業
の
推
進　

⑴
各
工
組
の
状
況

委
員
長
／
白
橋
明
夫

副
委
員
長
／
森
山
照
明
・
岡
本
隆
之
・

竹
田
圭
佐

【
報
告
事
項
】

⒈ 

第
26
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
委
員
会（
9
月
認

　
定
）の
判
定
結
果
な
ら
び
に
ワ
ン
ス
タ
ー

　
認
定（
12
月
認
定
）新
規
募
集

⑴
第
26
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
認
定
委
員
会（
９
月
27

　
日
開
催
）判
定
結
果

　
ワ
ン
ス
タ
ー（
新
規
）：
な
し
／（
更
新
）：

　
22
社

　
ツ
ー
ス
タ
ー（
更
新
）：
2
社

　
ス
リ
ー
ス
タ
ー（
新
規
）：
1
社

⑵
第
27
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ワ
ン
ス
タ
ー（
新
規
）応

　
募
状
況（
12
月
認
定
、10
月
31
日
締
切
）

　
北
海
道
工
組
：
2
社

　
東
印
工
組・熊
本
県
工
組
：
1
社

　
（
9
月
27
日
現
在
）

⑶
第
28
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ワ
ン
ス
タ
ー（
新
規
）応

　

募
申
込（
３
月
認
定
、11
月
１
日
〜
１

　
月
31
日
）

⒉ 

第
13
回
Ｍ
Ｕ
Ｄ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョン
の
作

　
品
募
集

　

募
集
期
間
：
令
和
元
年
9
月
2
日
〜

　
11
月
29
日

　
審
査
日
：
12
月
17
日
、18
日

【
議　
題
】

⒈ 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
ワ
ン
ス
タ
ー
認
定
、ク
ラ
ウ
ド

　

バッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
目
標

　
達
成
状
況

⑴
各
地
区
で
の
取
り
組
み
状
況
及
び
今

　
後
の
普
及
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
と

　
対
応
策

①
②
と
も
令
和
2
年
１
月
31
日
迄
、実
績

は
令
和
元
年
9
月
27
日
現
在

①
令
和
元
年
度
Ｃ
Ｓ
Ｒ
ワ
ン
ス
タ
ー
認
定

　
目
標
新
規
取
得
企
業
社
数

　
北
海
道
３
社
／
東
北
４
社
／
関
東
甲

　

信
越
静
５
社
／
東
京
５
社（
1
社
）／

　

中
部
４
社
／
近
畿
４
社（
1
社
）／
中

　
国・四
国
４
社
／
九
州
４
社
／
合
計
33

　
社（
2
社
）

②
令
和
元
年
度
ク
ラ
ウ
ド
バッ
ク
ア
ッ
プ

　
サ
ー
ビ
ス
新
規
目
標
加
入
社
数・容
量

　

北
海
道
３
社（
３
T
B
）／
東
北
４
社

　
（
４
T
B
）／
関
東
甲
信
越
静
５
社（
５

　
T
B
）／
東
京
５
社（
５
T
B
）１
社

　
（
0.1
T
B
）／
中
部
４
社（
４
T
B
）／

　
近
畿
４
社（
４
T
B
）／
中
国・四
国
４

　
社（
４
T
B
）／
九
州
４
社（
４
T
B
）

　
合
計
33
社（
33
T
B
）１
社（
0.1
T
B
）

⒉ 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
サ
ミッ
ト
の
開
催

　
開
催
日
：
令
和
2
年
3
月
10
日

　
会　
場
：
横
浜
市
開
港
記
念
会
館

⒊ 

Ｍ
Ｕ
Ｄ
部
会
の
進
捗
状
況

　
■
組
合
支
援
セ
ミ
ナ
ー（
Ｍ
Ｕ
Ｄ
）開
催

　
状
況

　
9
月
25
日
高
知
県
工
組
／
10
月
24
日

　
徳
島
県
工
組

⒋ 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
部
会
の
進
捗
状
況

C
S
R
推
進
委
員
会

組
織
共
済
委
員
会

委
員
長
／
三
島
秀
夫

副
委
員
長
／
伊
藤
壽
彦
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【
報
告
事
項
】

⒈ 

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ミ
ナ
ー
開
催
状
況

　

平
成
31
年
４
月
15
日
神
奈
川
工
組・

　
17
日
佐
賀
工
組
／
８
月
１
日
東
印
工

　

組・２
日
大
印
工
組・９
日
愛
知
工
組

　
／
９
月
７
日
北
海
道
工
組

⒉ 

令
和
元
年
度
上
期
地
区
印
刷
協
議
会

　
で
の
各
地
区
か
ら
の
意
見・要
望

　
・印
刷
営
業
士
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
検
討

　
（
東
北
地
区
協
）

　
・印
刷
営
業
講
座
の
講
師
の
増
員
体
制

　

の
検
討
及
び
少
人
数
で
の
採
算
性
確

　

保
の
検
討（
中
部
地
区
協
）

⒊ 

組
合
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画・啓
発

■
開
催
状
況

①
技
能
検
定
プ
リ
プ
レ
ス
職
種（
Ｄ
Ｔ
Ｐ

　
作
業
）学
科
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
新
潟
工
組
／
石
川
工
組
／
愛
知
工
組

　
／
東
印
工
組
／
宮
城
工
組

②
”働
き
方
改
革
“を
実
現
す
る「
あ
し
た

　
の
人
事
評
価
」セ
ミ
ナ
ー

　
静
岡
工
組
／
京
都
工
組

⒋ 

印
刷
営
業
講
座・印
刷
営
業
技
能
審 

　

査
認
定
試
験
の
実
施

■
実
施
状
況

　
山
梨
工
組
／
岡
山
工
組
／
岐
阜
工
組

　

／
山
口
工
組
／
東
印
工
組
／
富
山
工

　
組
／
愛
知
工
組
／
岩
手
工
組
／
広
島

　
工
組
／
石
川
工
組

【
協
議
事
項
】

⒈ 

技
能
検
定
プ
リ
プ
レ
ス
職
種（
Ｄ
Ｔ
Ｐ

　
作
業
）の
普
及・啓
発

①
実
施
状
況…

21
工
組
が
実
施
予
定（
昨

　
年
度
比
＋
１
工
組
）

②「
Ｄ
Ｔ
Ｐ
作
業
の
標
準
化
」につ
い
て

⒉ 

全
印
工
連
特
別
ラ
イ
セ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

　
ム
の
周
知・普
及

■
各
地
区
の
新
規
加
入
本
数（
全
体
の
新

　

規
加
入
本
数
の
確
定
は
11
月
下
旬
の

　
見
込
）

⒊ 

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
コン
テ
ン
ツ
開
発

⑴
今
年
度
制
作
の
コン
テ
ン
ツ

⑵
作
成
し
た
動
画
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に
関
す
る

　
意
見・要
望

【
依
頼
事
項
】

⒈ 

総
合
求
人
サ
イ
ト「
イ
ー
ア
イ
デ
ム
」特

　

別
プ
ラ
ン
の
周
知・啓
発…

契
約
社

　
数
：
23
社

委
員
長
／
土
屋
勝
則

副
委
員
長
／
長
澤
一
成
・
大
木
啓
稔
・

富
澤
隆
久
・
服
部
晴
明

【
議
題
１
】セ
ミ
ナ
ー
企
画
チ
ー
ム
か
ら
の

報
告
事
項

統
括
：
武
智・河
野
両
副
委
員
長
／
担

当
：
今
井
委
員
、清
水
委
員

☆
東
印
工
組・団
体
別
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

　
事
業
の
実
施

⒈ 

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　
・日　
時
：
10
月
31
日（
木
）14
時
30
分

　
〜
16
時

　
・場　
所
：
日
本
印
刷
会
館
２
階
会

　

議
室

　
・講　
師
：
池
内
ひ
ろ
美
氏（
よ
し
も
と

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・エ
ー
ジェン
シ
ー
）

　
・参
加
費
：
無
料

⒉ 

女
性
が
活
躍（
働
き
や
す
い
）企
業
バ
ス

　
視
察（
1
回
）ツ
ア
ー
の
企
画・開
催

　
・日　

時
：
11
月
21
日（
木
）　

　

8
時
30
分
東
京
駅
周
辺
バ
ス
乗
り
場
集

　

合
〜
17
時
頃
東
京
駅
周
辺
に
て
降
車
、

　

解
散

　
・見
学
先
：
横
浜
リ
テ
ラ
㈱
、㈱
木
元

　

省
美
堂

　
・定　
員
：
50
名

　
・参
加
費
：
無
料（
昼
食
代
1
0
0
0
円

　

実
費
）

【
議
題
２
】委
員
会
地
方
開
催
チ
ー
ム
か
ら

の
報
告
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
括
：
古
木
副
委
員
長
、／
担
当
：
近

藤
委
員
、東
委
員
、鈴
木
委
員

●
宮
崎
県（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）で
の
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
開
催
結
果

　
・日　

  

時
：
９
月
27
日（
金
）16
時
〜

　

17
時
30
分

　
・講　

  

師
：
佐
川
印
刷
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役
社
長 

佐
川
正
純
氏

　
・パ
ネ
ラ
ー
：
近
藤
委
員（
㈱
近
藤
印

　

刷
、愛
知
工
組
）、㈱
宮
崎
南
印
刷

　

大
迫
三
郎
氏

　
・参
加
者
：
35
社
40
名

◎
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
の
感
想
、気
付
い

　
た
点

【
議
題
３
】冊
子
制
作
チ
ー
ム
か
ら
の
報

告
、検
討
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
括
：
古
木
副
委
員
長
／
担
当
：
本
田

委
員
、岩
間
委
員
、（
鈴
木
委
員
）

⒈ 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジョン

冊
子
制
作

　
・冊
子
作
成
の
意
図
：
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

　

推
進
委
員
会
４
年
間
の
活
動
の
総
括

　

と
課
題
別
参
考
事
例
の
紹
介

　
・冊
子
の
体
裁
：
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
ま
と
め
、配
布

　
・今
後
の
作
業　

①「
日
本
の
印
刷
」、「
東
京
の
印
刷
」の

　
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
か
ら
女
性
活
躍
、ダ
イ

　
バ
ー
シ
テ
ィ
連
載
記
事
を
収
集

②
掲
載
記
事
の
ピッ
ク
アッ
プ
、課
題
別
分

　
類

③
委
員
の
感
想
、コ
メ
ン
ト
の
追
記
等

教
育
研
修
委
員
会

委
員
長
／
小
野
綾
子

副
委
員
長
／
古
木
直
人
・
武
智
美
樹
・

河
野
里
美

⒈ 

議
長
あ
い
さ
つ

⒉ 

「
勝
ち
残
り
合
宿
ゼ
ミ
」告
知

⒊ 

「Print N
ext 2020

」告
知

⒋ 

全
国
協
議
会
告
知

⒌ 

全
青
協
と
は

⒍ 

テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン

　
■
あ
な
た
に
とって
印
刷
工
業
組
合
青

　
年
部
と
は
？

　
■
理
想
の
組
合
の
在
り
方
って
ど
う
思

　
う
？ 

何
を
期
待
す
る
？

　

■
も
し
、全
国
青
年
印
刷
人
協
議
会

　
の
地
域
の
担
当
副
議
長（
議
長
）に
指

　
名
さ
れ
た
ら
何
を
し
た
い
？

　

※

各
テ
ー
ブ
ル
発
表（
6
テ
ー
ブ
ル
）

⒎ 

そ
の
他（
意
見
交
換・質
疑
応
答
）

⒏ 

閉
会

全
青
協
各
県
青
年
会

代
表
者
会
議

議
長
／
青
木
允

副
議
長
／
齊
藤
理
・
山
本
素
之

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
委
員
会

北海道
東北
関東甲信越静
東京
中部
近畿
中国
四国
九州

38
27
85
45
75
121
38

 
80

８
43
122
197
105
133
73
18
30

80
431
1,217
1,979
1,048
1,332
725
176
290

平成30年
12月1日現在
加入本数

今年度
目標加入本数

令和元年
9月27日現在
新規加入本数
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１０
月
５
日（
土
）、近
畿
地
区
で
は
初
め

て
全
印
工
連
フ
ォ
ー
ラ
ム
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

旭
国
際
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
た
。当
日
は
台
風
の
心
配
を
し
て
い
た

が
、無
事
に
開
催
さ
れ
、全
国
の
印
刷
組

合
の
方
々
合
わ
せ
て
２７
名
が
参
加
さ
れ

た
。

　

朝
、９
時
５
分
ア
ウ
ト・イ
ン
に
そ
れ
ぞ

れ
分
か
れ
て
１
組
目
か
ら
優
勝
を
目
指

し
て
順
次
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
、大
印
工
組
交
流
サ
ー

ビ
ス
委
員
会
の
山
崎
副
理
事
長
の
司
会

で
表
彰
式
、並
び
に
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

　

最
初
に
大
印
工
組
作
道
理
事
長
か
ら

挨
拶
が
あ
っ
た
。続
い
て
、作
道
理
事
長
が

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
な
り
成
績
発
表
が
行
わ

れ
た
。並
み
い
る
強
豪
を
お
さ
え
、和
歌
山

工
組
の
清
水
印
刷
㈱
清
水
雅
司
氏（
副

理
事
長
）（
ア
ウ
ト
５３
／
イ
ン
５０
／
グ
ロ
ス

１
０
３
／
ハ
ン
デ
ィ
３４・３
／
ネ
ッ
ト
６８・

７
）が
見
事
に
優
勝
し
た
。２
位
に
は
同
じ

和
歌
山
工
組
の
㈱
山
添
印
刷
店
山
添

順
裕
氏（
理
事
長
）が
入
り
、ワ
ン
ツ
ー

フ
ィニッ
シ
ュ
と
な
っ
た
。

　

引
き
続
き
、順
位
発
表
が
行
わ
れ
た
。

会
は
和
や
か
に
進
み
、優
勝
者
の
ス
ピ
ー

チ
が
行
わ
れ
た
。最
後
に
山
崎
副
理
事
長

か
ら
締
め
の
挨
拶
が
あ
り
１６
時
に
散
会

左から準優勝 和歌山工組 山添理事長、大印工組 作道理事長、優勝 和歌山工組 清水副理事長

全印工連レポート

と
な
っ
た
。

　

組
合
の
行
事
は
参
加
し
て
初
め
て
人

と
の
つ
な
が
り
、情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。

今
回
初
め
て
近
畿
地
区
で
全
国
の
組
合

員
が
集
ま
り
開
催
と
な
り
、成
功
裡
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。次
回
は
、他
地
区
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、ぜ
ひ
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）

全印工連フォーラムゴルフ大会

開催：令和元年１０月５日（土） 午前9時5分スタート  旭国際カンツリー倶楽部 

旭国際カンツリー倶楽部で開催
全国の印刷組合の方 ２々７名が参加

和
歌
山
県
が
優
勝・準
優
勝
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。感
謝
！

　
こ
の
度
、全
印

工
連
フ
ォ
ー
ラ
ム

ゴ
ル
フ
大
会
に

お
い
て
優
勝
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。和
歌
山

県
印
刷
工
業
組
合
の
副
理
事
長
で
清
水
印

刷
株
式
会
社
の
清
水
雅
司
と
申
し
ま
す
。

　
ス
コ
ア
自
体
は
自
分
な
り
に
は
よ
く
で

き
た
数
字
で
し
た
が
、ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
と
い

う
仕
組
み
に
大
変
助
け
ら
れ
よ
い
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
い
た
だ
き
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。業
界
の
先
輩
方
、人
生
の
先
輩
方
、ゴ

ル
フ
で
の
先
輩
方
、グ
ロ
ス
成
績
の
よ
い
方

等
の
皆
様
に
感
謝
し
、誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
優
勝
と
い
う
栄
誉
を
心
よ
り
喜

ん
で
頂
戴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、準
優
勝
も
和
歌
山
の
理
事
長
で

あ
る
山
添
さ
ん
が
い
た
だ
き
和
歌
山
勢
で

優
勝
と
準
優
勝
を
頂
戴
で
き
ま
し
た
こ
と

清水雅司（清水印刷㈱）
山添順裕（㈱山添印刷店）
服部晴明（服部プロセス㈱）
細井俊男（新日本印刷㈱）
岩瀬　清（豊橋合同印刷㈱）　
真崎俊夫（㈱音成印刷）
吉岡正城（㈲明輝堂印刷所）
宮田素次（日興印刷㈱）
橋本唱一（文唱堂印刷㈱）
東　誠（佐川印刷㈱）

●順位（上位１０位・敬省略）
１位・
２位・
３位・
４位・
５位・
６位・
７位・
８位・
９位・
１０位・

ＮＥＴ
６８．７
７０．８
７１．３
７１．５
７１．８
７２．２
７２．９
７３．０
７３．１
７３．５

を
重
ね
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
実
は
私
の
父
は
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
で
ラ

ウ
ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
毎
日
自
宅
で
パ
タ
ー

や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
が
今
年
５
月
末
に
他
界
し
、今

回
は
父
が
使
っ
て
い
た
ク
ラ
ブ
を
使
用
し

て
の
ラ
ウ
ン
ド
で
、ゴ
ル
フ
の
内
容
で
は
天

国
か
ら
父
の
叱
る
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
状
態
で
し
た
が
、よ
き
ハ
ン
デ
ィ
を
も

ら
え
る
後
押
し
を
し
て
く
れ
た
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
回
の
大
会
開

催
の
あ
た
り
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
た

臼
田
会
長
は
じ
め
全
印
工
連
の
皆
様
、現

場
で
段
取
り
や
運
営
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

大
印
工
組
の
皆
様
、そ
し
て
今
回
ご
参
加
さ

れ
た
皆
様
と
一
緒
に
回
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
大
阪
の
川
畑
さ
ん
と
山
添
理
事
長
は
じ

め
、関
わ
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

清
水
印
刷
株
式
会
社 

清
水 

雅
司
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大
阪
印
刷
関
連
団
体
協
議
会（
作
道

孝
行
会
長
）は
11
月
1
日
、大
阪
天
満
宮

に
お
い
て
秋
恒
例
の「
長
寿
会
」を
開
催
。

３４
名
が
参
加
し
た
。長
寿
会
は
、古
希

（
満
７０
歳
）以
上
の
大
阪
印
刷・関
連
業

界
人
を
招
い
て
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、

業
界
発
展
への
功
績
に
対
し
敬
意
を
捧

げ
、健
康
で
豊
か
な
老
後
を
有
意
義
に

過
ご
せ
る
よ
う
祈
願
す
る
恒
例
の
行
事
。

昭
和
４３
年
に「
明
治
会
」と
し
て
開
催
さ

れ
て
以
来
、今
回
で
５２
回
目
を
迎
え
た
。

　

当
日
は
大
阪
天
満
宮
本
殿
に
お
い
て

長
寿
祈
願
神
楽
奉
納
、本
殿
前
で
の
記

念
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
た
後
、同
天
満

宮
内
に
あ
る「
天
満
宮
会
館
」に
お
い
て

懇
親
宴
が
催
さ
れ
た
。

　
そ
の
席
で
、作
道
会
長
は「
本
日
は
、

第
52
回
の
長
寿
会
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。さ
て
、長
寿
会
は
大
阪
印
刷
関
連
団

体
協
議
会
関
連
の
70
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

目
的
と
し
ま
し
て
は
、長
寿
を
祈
願
す
る

と
と
も
に
、皆
様
方
が
築
か
れ
て
き
た
こ

の
業
界
と
い
う
も
の
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ

か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
す
。現
状
、わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
業

界
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
わ
れ

わ
れ
は
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。た
だ
、脈
々
と
続
い
て
い
る
技
術
的

伝
統
と
い
っ
た
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ

古希以上の大阪印刷・関連業界人を招いて長寿祈願

【特集／長寿会】

大阪天満宮で
秋恒例の「長寿会」

記念撮影

懇親宴風景

大黒恵子氏

作道孝行会長懇親宴風景

住野修二氏と記念撮影岡本城夫副会長

岡達也副会長

り
、要
す
る
に
残
す
べ
き
と
こ
ろ
は
残
し
、

変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
変
え
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
」と
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

次
い
で
、長
寿
会
を
代
表
し
て
参
加

者
の
中
で
最
年
長（
１
０
１
歳
）と
な
る

住
野
修
二
氏（
元・大
阪
府
印
刷
工
業
組

合
理
事
長
）が
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、大
阪
府
グ
ラ
フ
ィッ
ク
サ
ー

ビ
ス
協
同
組
合
理
事
長
で
大
阪
印
刷
関

連
団
体
協
議
会
副
会
長
で
も
あ
る
岡
達

也
氏
に
よ
る
乾
杯
発
声
で
懇
親
宴
へ
と

移
っ
た
。

　

宴
席
で
は
旧
交
を
温
め
合
う
な
か
、

本
年
度
は
第
５０
回
に
開
催
し
た
際
の

津
軽
三
味
線
奏
者
大
黒
恵
子（
お
お
ぐ

ろ
け
い
こ
）氏
を
お
招
き
し
て
演
奏
を
披

露
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、終
始
和
や
か
な

歓
談
の
ひ
と
と
き
が
も
た
れ
、最
後
は
大

阪
府
製
本
工
業
組
合
理
事
長
で
大
阪

印
刷
関
連
団
体
協
議
会
副
会
長
で
も
あ

る
岡
本
城
夫
氏
が
中
締
め
の
挨
拶
を
述

べ
散
会
と
なっ
た
。

津
軽
三
味
線 

大
黒
恵
子（
お
お
ぐ
ろ
け
い
こ
）氏

日
本
民
謡
を
は
じ
め
、津
軽
三
味
線
な
ど
の
鳴
り

物
を
こ
な
す
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
。関
西
を
中
心

に
日
本
や
海
外
の
舞
台
で
活
躍
す
る
か
た
ら
わ
、

後
世
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

津
軽
三
味
線
内
田
流
師
範
。産
経
民
謡
大
賞
、内

閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
。津
軽
三
味
線
日
本
民
謡
鈴

乃
恵
会
会
主
。（

報
告
／
大
印
工
組
事
務
局
）

開催：令和元年11月1日（金） 11：30～  大阪天満宮



　
９
月
３０
日（
月
）午
後
6
時
３０
分
よ
り

大
阪
産
業
創
造
館
６
階
会
議
室
Ｅ
に
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
事
業
承
継
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。月
末
の
ご
多
忙

の
な
か
、６４
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
今
市
委
員
の
司
会
進
行
で
、マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
委
員
会
山
本
委
員
長
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。講
師
に
山
田
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
㈱
大
阪
支
店
資

本
戦
略
事
業
部
中
村
友
哉
氏
を
迎
え

「
待
っ
た
な
し
！
事
業
承
継
！
」と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
、現
在
そ

の
時
期
に
直
面
さ
れ
て
い
る
、ま
た
数
年

後
に
は
事
業
承
継
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
方
々
に
、そ
の
方
法
や
具
体

的
な
例
に
よ
る
承
継
の
仕
方
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
に
事
業
承
継
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
組
合
員
企
業
に
対
し
て
実
施
さ
せ

て
も
らっ
た
結
果
、１
０
７
社
の
企
業
か
ら

回
答
を
頂
戴
し
、そ
の
中
で
６０
歳
代
の
経

営
者
で
も
６０
％
の
方
が
ま
だ
準
備
を
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
回
答
結
果
が
あ
り
ま
し

た
が
、中
村
氏
は「
事
業
承
継
は
と
に
か

く
早
く
準
備
を
し
て
い
く
方
が
有
利
な

面
が
多
い
で
す
」と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し

た
。早
く
承
継
の
準
備
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、税
制
面
を
有
利
に
運
ぶ
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
り
、納
税
猶
予
制
度
を
上
手
く

利
用
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
業
界
は
、現
状
で
は
右
肩
下

が
り
の
見
透
し
に
な
って
い
ま
す
。た
だ
大

事
な
こ
と
は
、そ
の
な
か
で
も
事
業
を
継

続
で
き
て
い
る
企
業
が
、自
社
の
持
って
い

る
強
み
を
客
観
的・主
観
的
に
分
析
し
、

経
営
環
境
の
変
化
に
対
す
る
自
社
の
課

題
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
、そ
の

特
色
を
さ
ら
に
今
後
も
磨
き
続
け
て
、自

社
の
強
み
と
し
経
営
を
続
け
る
の
か
、持

続
的
な
成
長
と
業
績
を
上
げ
る
た
め
に

誰
と
組
ん
で
い
く
か
。こ
こ
ま
で
続
け
た

事
業
を
廃
業
や
解
散
の
方
向
で
は
な
く

次
の
世
代
に
渡
す
方
法
を
、ま
た
従
業
員

を
引
き
継
い
で
く
れ
る
人
材
や
企
業
を
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探
し
て
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く
、こ
れ
が
経

営
者
に
求
め
ら
れ
る
大
切
な
責
任
だ
と

思
い
ま
す
。

　
親
族
内
承
継
、Ｍ
Ｂ
Ｏ（
従
業
員
への
承

継
）、Ｍ
＆
Ａ（
第
３
者
への
承
継
）、基
本
的

に
は
こ
の
３
通
り
に
な
る
の
で
す
が
、承
継

を
行
う
に
あ
た
っ
て
何
か
ら
す
れ
ば
よ
い

の
か
、Ｍ
＆
Ａ
と
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
進

め
て
い
く
の
か
な
ど
、知
る
機
会
が
少
な

い
な
か
、今
回
の
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
で

は
実
際
に
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、そ
れ
に

対
す
る
対
処
方
法
な
ど
を
中
村
氏
に
お

聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
て
、大
変
参
考
に

な
り
ま
し
た
。ま
た
詳
細
な
内
容
は
書
き

き
れ
ま
せ
ん
が
、ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
に
、山
田
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
㈱
か
ら
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
し
た

２
冊
の
冊
子
は
、事
業
承
継
に
関
す
る
情

報
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、自
社
の
向

か
う
方
向
の
手
掛
か
り
が
つ
か
め
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続

き
、来
年
度
に
第
２
回
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う

予
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、廃
業・解
散
の

企
業
が
毎
年
３
万
社
近
く
あ
る
現
状
で

す
が
、そ
う
な
る
企
業
が
１
社
で
も
少
な

く
な
る
よ
う
に「
待
っ
た
な
し
！
」の
早
め

事業承継セミナー報告

社長！ はよカード切りなはれ！

の
事
業
承
継
を
進
め
る
必
要
が
有
る
と

感
じ
ま
し
た
。月
末
の
お
忙
し
い
中
大
変

お
疲
れ
の
と
こ
ろ
を
２
時
間
の
長
丁
場
で

し
た
が
、た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加
し
て

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
尚
、事
業
承
継
等
に
関
す
る
ご
相
談
や

ご
質
問
は
今
回
の
講
師
を
し
て
頂
き
ま

し
た
山
田
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

㈱
大
阪
支
店
資
本
戦
略
事
業
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
中
村
友
哉
氏
電
話
０
６（
６
２
３

３
）２
０
５
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６（
６
２
３
３
）

２
０
５
５
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
報
告
／
○
○
○
○
○
○ 

○
○
○
○
）

田畑氏質問者 吉田委員司会の今市委員

浦久保副理事長と講師の中村氏

山本委員長浦久保副理事長

講師：山田コンサルティンググループ株式会社 大阪支店 資本戦略事業部  中村友哉氏
開催：令和元年９月３０日（月） 午後6時30分～ 大阪産業創造館 ６階会議室Ｅ 

「待ったなし！ 事業承継！」



の
事
業
承
継
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。月
末
の
お
忙
し
い
な

か
、大
変
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
を
２
時
間

の
長
丁
場
で
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
方

に
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、事
業
承
継
等
に
関
す
る
ご
相

談
や
ご
質
問
は
今
回
の
講
師
を
し
て
い
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◆
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
委
員
会「
事
業
承
継
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計 （
回
答
者
46
名
）

⑴ 

セ
ミ
ナ
ー
全
般
に
つ
い
て

● 

有
益 【
18
】

● 

や
や
有
益 【
19
】

● 

普
通 【
6
】

● 

や
や
も
の
足
り
な
い 【
3
】

● 

も
の
足
り
な
い 【
0
】

● 

長
い 【
1
】

● 

や
や
長
い 【
12
】

● 

ち
ょ
う
ど
良
い 【
32
】

● 

や
や
短
い 【
1
】

● 

短
い 【
0
】

⑵ 

内
容
は
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

● 

理
解
で
き
た 【
1
】

● 

や
や
理
解
で
き
た 【
12
】

● 

普
通 【
32
】

● 

や
や
分
か
り
に
く
い 【
1
】

● 

分
か
り
に
く
い 【
0
】

【　
】内
は
回
答
者
数

⑷ 

今
回
参
加
し
て
気
づ
い
た
こ
と
、

　 

身
に
つ
い
た
こ
と
な
ど
　

勉
強
不
足
が
身
に
し
み
ま
し
た
。

企
業
を
継
続
し
て
い
く
形
を
考
え
、準
備・ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
。

知
っ
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
う
。参
考
に
な
っ
た
。

も
う
少
し
Ｍ
＆
Ａ
の
詳
し
い
事
例
を
聞
き
た
か
っ
た
。

も
う
少
し
承
継
に
つ
い
て
早
く
す
べ
き
具
体
的
な
話

を
多
く
聞
き
た
か
っ
た
。

自
分
の
知
識
不
足
で
つ
い
て
い
け
な
い
部
分
が
あ
っ

た
の
で
勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

事
業
承
継
で
子
ど
も
に
継
が
す
か
清
算
す
る
か
で

大
変
な
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

親
族
間
の
承
継
等

実
際
に
株
式
を
持
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

各
企
業
が
ど
の
よ
う
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
が
理

解
で
き
ま
し
た
。

株
式
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

株
主
向
け
の
観
点
が
難
し
か
っ
た
。

経
営
と
は
最
後
ど
の
よ
う
に
継
ぐ
か
と
い
う
こ
と
だ

⑸ 

今
回
の
内
容
で「
も
う
少
し
こ
う
す
れ
ば

　 

よ
か
っ
た
の
で
は
？
」と
い
う
点
な
ど

も
っ
と
印
刷
業
界
の
Ｍ
＆
Ａ
の
成
功
例
を
1
つ
で
よ

い
の
で
最
初
か
ら
最
後
ま
で
を
時
系
列
で
お
願
い
し

た
か
っ
た
。

Ｍ
＆
Ａ
よ
り
承
継
が
メ
イ
ン
の
方
が
よ
か
っ
た
。

内
容
に
関
し
て
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
が
時
間
が

長
く
短
縮
し
分
か
り
や
す
く
し
て
欲
し
い
。

質
問
形
式
等

事
例
を
も
う
少
し
多
く
紹
介
し
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
効
果
を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら

い
た
か
っ
た
。

か
け
足
す
ぎ
で
一つ
ひ
と
つ
の
内
容
が
少
し
薄
い
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。も
う
少
し
ボ
リ
ュ
ー
ム
ダ
ウ
ン
し

て
詳
し
い
お
話
の
方
が
よ
か
っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
。

⑹ 

今
後
、セ
ミ
ナ
ー
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い

　 

テ
ー
マ・開
催
し
て
欲
し
い
行
事
な
ど

新
規
事
業

今
後
の
消
費
税
が
ど
こ
ま
で
増
え
る
か
20
％
ぐ
ら

い
ま
で
い
く
か・所
得
税
は
な
く
な
る
の
か
等
の
予

測
。

売
り
上
げ
拡
大
に
つ
い
て
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
に
対
す
る
印
刷
会
社
の
関
わ
り
に
つ
い
て

※
3
年
後
、5
年
後
の
未
来
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

印
刷
業
か
ら
見
た
突
破
口
の
例
な
ど

市
場
戦
略
、営
業
戦
略・・・思
考
を
高
め
て
く
れ
る
内

容
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
事
業
を
継
続
し
た
い
と
い
う
方

が
多
か
っ
た
の
で
Ｍ
＆
Ａ
よ
り
も
親
族
内
承
継
に
つ

い
て
の
話
を
聞
き
た
い
。

と
思
う
の
で
考
え
方
や
方
法
の
1
つ
を
聞
く
こ
と
が

で
き
有
意
義
で
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
流
れ
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
た
。有
効
性

に
つ
い
て
然
り
、有
益
で
し
た
。

Ｍ
＆
Ａ
に
対
す
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
払
拭
さ
れ
た
と

思
う
。

事
業
承
継
対
策
の
具
体
的
行
動
を
起
こ
す
必
要
性

を
感
じ
た
。

後
継
者
問
題
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
社
を
時
々

訪
問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
今
日
の
お
話
を
参

考
に
し
て
み
ま
す
。

⑶ 

セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
に
つ
い
て

た
だ
き
ま
し
た
山
田
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
㈱
大
阪
支
店
資
本
戦
略

事
業
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
中
村
友
哉
氏

（
電
話
０
６-

６
２
３
３-

２
０
５
０
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
６-

６
２
３
３-

２
０
５
５
）に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
報
告
／
シ
オ
タ
印
刷
㈱ 

塩
田
齊
）

連

載

知
っ
て
は
り
ま
っ
か
大
阪

株
式
会
社
松
村
善
進
堂

松
村　
英
二

　

大
阪
市
の
南
の
玄
関
口
J
R
天
王
寺

駅
の
目
の
前
に
そ
び
え
立
つ
の
は
、地
上
60

階
、高
さ
3
0
0ｍ
と
日
本
一
の
高
さ
を
誇

る「
あ
べの
ハ
ル
カ
ス
」で
す
。大
阪
の
新
し

い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
平
成
26
年（
2
0 

1
4
）3
月
に
開
業
し
、1
階
は
近
鉄
阿

部
野
橋
駅
、各
階
に
は
百
貨
店・オ
フ
ィ
ス・

美
術
館・ホ
テ
ル・展
望
台
が
入
居
し
て
立

体
都
市
を
形
成
す
る
複
合
ビ
ル
で
す
。

　

大
阪
で
高
層
ビ
ル
が
多
い
の
は
梅
田
地

区
で
す
が
、こ
の
一
帯
に
は
高
さ
2
0
0ｍ

を
超
え
る
ビ
ル
は
一
棟
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ

の
理
由
は
、航
空
法
に
よ
り
伊
丹
空
港
に

近
い
梅
田
周
辺
で
は
高
い
建
物
の
建
築
が

制
限
さ
れ
る
か
ら
で
す
。あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス

の
あ
る
阿
倍
野
地
区
は
、距
離
的
に
制
限

さ
れ
な
い
地
域
な
の
で
す
。

　

さ
て「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
」の
名
称
は
、

平
安
時
代
の
伊
勢
物
語
に
も
記
さ
れ
る

“

人
の
こ
こ
ろ
を
晴
れ
ば
れ
さ
せ
る”

と
い

う
意
味
の
古
語「
晴
る
か
す
」に
由
来
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ル
カ
ス
の
建
築
工
法
は
建
物
全

体
に
先
進
の
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
、耐

震
構
造
と
制
振
構
造
を
組
み
合
わ
せ
て

安
全
性
を
実
現
さ
せ
る
一
方
、自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
光
と
風
を
ビ
ル
全
体
に
取

り
込
む
よ
う
透
明
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、屋
上
庭
園
に
降
る
雨
水
や
ホ

テ
ル
の
ユニッ
ト
バ
ス
の
排
水
な
ど
比
較
的

き
れ
い
な
水
は
洗
浄
処
理
し
ト
イ
レ
用
と

し
て
再
利
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、百
貨
店

や
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
な
ど
か
ら

出
る
生
ご
み
を
使
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

を
行
う
設
備
を
備
え
て
お
り
、こ
の
よ
う

な
高
層
ビ
ル
で
は
日
本
で
初
め
て
の
設
備

で
あ
り
、大
規
模
な
複
合
ビ
ル
だ
か
ら
で

き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い

ま
す
。

　
あ
べの
ハ
ル
カ
ス
の
北
西
、天
王
寺
動
物

園
を
挟
ん
で
5
0
0
m
の
位
置
に
対
峙
す

る
よ
う
に
立
つ
の
が「
通
天
閣
」で
す
。明

治
36
年（
1
9
0
3
）の
第
5
回
内
国
勧

業
博
覧
会
が
天
王
寺
で
開
催
さ
れ
、閉
会

後
の
そ
の
跡
地
に
明
治
45
年
7
月
、パ
リ

の
凱
旋
門
に
エッ
フェル
塔
の
上
半
分
を
乗

せ
た
よ
う
な
ユニ
ー
ク
な
建
物
が
ル
ナ
パ
ー

ク
と
称
さ
れ
た
遊
園
地
と
と
も
に
建
設
さ

れ
ま
し
た
。“

天
に
通
じ
る
高
い
建
物”

と

い
う
意
味
の「
通
天
閣
」と
命
名
さ
れ
、当

時
は
東
洋
一
の
高
さ
2
5
0
尺（
75ｍ
）を

誇
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
の
辺
り
は
そ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
お
し
ゃ
れ
な
街
名「
新
世
界
」と
名
づ
け

ら
れ
、映
画
館・芝
居
小
屋・飲
食
店
な
ど

の
商
業
施
設
が
集
ま
る
一
大
歓
楽
街
と
し

て
キ
タ
や
ミ
ナ
ミ
と
並
ぶ
大
阪
の
新
名
所

と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。し
か
し
太
平
洋

戦
争
中
の
昭
和
18
年（
1
9
4
3
）1
月
、

真
下
に
あ
っ
た
映
画
館
の
火
災
に
よ
り
通

天
閣
の
脚
部
が
過
熱
、強
度
不
足
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
鉄
材
を
軍
需
資
材
と
し
て
大

阪
府
に
献
納
す
る
と
い
う
名
目
で
1
か
月

後
に
解
体
さ
れ
、初
代
の
通
天
閣
は
姿
を

消
し
ま
し
た
。

　
戦
後
、地
元
商
店
主
ら
か
ら
再
建
の
声

が
上
が
り
、昭
和
31
年
に
2
代
目
と
な
る

現
在
の
通
天
閣
が
避
雷
針
を
含
め
て

1
0
8ｍ
の
高
さ
で

誕
生
し
ま
す
。東
日

本
大
震
災
の
翌
年
、

平
成
22
年
に
耐
震

診
断
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、阪
神
淡
路

大
震
災
級
の
直
下

型
地
震
で
は
倒
壊

し
な
い
も
の
の
展
望

台
を
支
え
る
鉄
骨

が
ゆ
が
む
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
免
震
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。最
上
階
の
展
望
台
で
は
黄

金
色
に
彩
ら
れ
、幸
福
の
神
様
と
い
わ
れ

る
ビ
リ
ケ
ン
が
鎮
座
し
、ま
た
夜
と
な
れ
ば

ネ
オ
ン
瞬
く
3
6
0
度
の
大
阪
の
夜
景
が

眺
望
で
き
ま
す
。平
成
27
年
5
月
に
は
国

の
登
録
有
形
文
化
財
と
なって
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、通
天
閣
行
事
と
し
て
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
干
支
の
引
継
ぎ
式
」

が
行
わ
れ
ま
す
が
、こ
れ
に
は
本
物
の
動
物

が
登
場
、し
か
し
辰
年
に
は
、架
空
の「
龍
」

に
代
わって
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
が
代
行
し
ま

す
。2
月
に
は
大
阪
の
繁
栄
と
幸
福
を
祈

願
す
る
節
分・豆
ま
き
が
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
す
が
、通
天
閣
の
足
元
で
は「
銀
が

泣
い
て
い
る
」で
知
ら
れ
る
将
棋
の
奇
才

坂
田
三
吉
の
王
将
碑
が
静
か
に
見
守
って

い
ま
す
。

（
イ
ラ
ス
ト
筆
者
）

あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
と
通
天
閣

初代通天閣

100
回

質問者 福山副委員長



　
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
活
動
に

つ
い
て
報
告
す
る
。今
年
度
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ（
＝
多
様
性
）に
加
え
て
、イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョン（
＝
包
括
）、多
様
性
を
持
っ
た
人
々

が
対
等
に
関
わ
り
あ
い
な
が
ら
一
体
化

し
、組
織
が
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
が
加
わ
っ
た
。そ
の
考
え
方
を

お
伝
え
す
る
た
め
、初
め
て
の
地
方
開
催

セ
ミ
ナ
ー
を
計
画
し
、宮
崎
市
ニュ
ー
ウ
ェ

ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
て
、９
月
２７
日（
金
）午

後
4
時
か
ら
１
時
間
半
の
予
定
で
、愛
媛

県
佐
川
印
刷
株
式
会
社
代
表
取
締
役

社
長
佐
川
正
純
氏
に
よ
る『
佐
川
印
刷

で
愛
顔
あ
ふ
れ
る
働
き
方
を
実
現
す
る
』

と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。参
加
者
は

宮
崎
県
工
組
２０
名
、沖
縄
含
む
九
州
各

工
組
９
名
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
１１
名
の
計
40
名
。

　

開
催
に
あ
た
り
、株
式
会
社
文
昌
堂 

東
淑
恵
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
が
、

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
補
助
金

を
獲
得
、地
元
組
合
と
の
打
ち
合
わ
せ
、

会
場
設
営
、司
会
等
の
準
備
を
行
っ
た
。

　
主
催
者
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
委
員
長
小
野
綾
子
氏
、主
催
地
か
ら

宮
崎
県
印
刷
工
業
組
合
理
事
長
出
水

廣
司
氏
、宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
長
山
田
氏
よ
り
ご
挨
拶
の
あ
と
、佐

川
社
長
の
自
己
紹
介
か
ら
は
じ
まっ
た
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

愛
媛
県
宇
和
島
市
吉
田
生
ま
れ
。印

刷
会
社
を
営
む
両
親
が
家
庭
で
も
い
つ
も

仕
事
の
話
を
し
て
い
て
、子
ど
も
の
頃
か

ら
大
変
さ
を
感
じ
て
い
た
。東
京
の
大
学

を
卒
業
し
た
後
は
I
T
メ
ー
カ
ー
勤
務

を
経
験
、２０
年
前
に
家
業
を
引
き
継
い

だ
。

　

合
理
化
し
て
考
え
る
時
間
を
確
保
す

る
必
要
性
。挑
戦
、覚
悟
、挫
折
、失
敗
か

ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。

　

天
守
閣
を
つ
く
る
よ
り
、石
垣
を
つ
く

る
こ
と
を
好
む
性
質
で
あ
る
と
自
己
分

析
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
。災
害
と
い
う
企
業
リ
ス
ク
も

あ
っ
た
が
、苦
労
を
社
員
と
分
か
ち
あ
う

こ
と
で
よ
り
結
束
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
愛
媛
G
20
で
も
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

話
を
し
た
。I
o
T
業
務
効
率
化
に
よ

り
、儲
か
って
い
る
か
ど
う
か
を“

見
え
る

化”

す
る
必
要
が
あ
る
と
いっ
た
内
容
。　

　

S
D
G
s
の
よ
う
に
1
つ
の
物
差
し
で

は
、解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ
る
。

　

地
方
の
企
業
で
も
、国
に
評
価
さ
れ
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
企
業
と
し
て
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
す
る
。

〈
会
社
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　

1
9
4
7
年
創
業
。８４
名
中
女
性
は

４０
名（
４8
％
）。下
請
け
で
は
な
く
、企
画

デ
ザ
イ
ン
、地
域
農
産
物
を
ネ
ッ
ト
販
売
、

ド
ロ
ー
ン
、We
b
で
地
域
活
性
化
事
業
、

広
告
代
理
店
、サ
イ
ン
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、布

への
印
刷
な
ど
多
角
化
し
て
い
る
。

　

経
営
理
念
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
テ
ー
ジ・

グ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー・プ
ロ
フェッ
ショ
ナ
ル
パ

ワ
ー
。

〈
印
刷
会
社
あ
る
あ
る（
共
通
課
題
と
し
て
）〉

　

残
業
が
多
い
。給
料
が
上
が
ら
な
い
。

日
々
の
業
務
で
手
いっ
ぱ
い
。付
加
価
値
が

上
が
ら
な
い
。業
務
が
職
人
の
ス
キ
ル
に

依
存
。負
荷
が
集
中
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
発

生
。労
働
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
。

新
卒
採
用
が
難
し
い
。少
子
化
、高
齢
化
、
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ダイバーシティ推進委員会 小野綾子委員長

広報委員会

佐川印刷株式会社 佐川正純社長

宮崎県印刷工業組合 出水廣司理事長ダイバーシティ推進委員会 東淑江委員

後
継
者
問
題
、こ
の
ま
ま
会
社
を
継
続
で

き
る
の
か
？
と
いっ
た
課
題
が
あ
る
。

〈
常
に
疑
問
を
も
つ
〉

　

何
の
た
め
の
業
務
？
儲
か
っ
て
い
る

の
？
付
加
価
値
って
何
？
職
人
ス
キ
ルっ

て
何
？
働
き
た
い
会
社
って
ど
う
い
う
会

社
？
今
ま
で
の
常
識
や
思
い
込
み
、今
ま

で
ど
お
り
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
。い
つ
も

疑
問
を
持
ち
、深
く
掘
り
下
げ
て
考
え
て

い
る
。

　〈
と
り
ま
く
環
境
と
対
策
〉

　
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
展
。地
方
は
人
口
減

少
。今
ま
で
ど
お
り
で
は
い
け
な
い
。

　
『
社
員
が
幸
せ
で
あ
る
状
態
と
は
、会

社
で
過
ご
す
時
間
と
家
庭
生
活
の
充
実

度
、つ
ま
り
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
よ

い
状
態
で
あ
る
。』

　

仕
事
で
自
己
成
長
を
感
じ
、付
加
価

値
の
あ
る
仕
事
を
す
る
こ
と
で
誇
り
を
持

て
る
か
？
を
重
視
す
る
。

　

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、で
き
る

だ
け
自
動
化
し
て“

作
業”

か
ら“

考
え

る”

へ
。人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
集

中
す
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す
る
。

Io
T
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
行
う
。

　

余
暇
は
、家
族
と
過
ご
し
た
り
、地
域

ダイバーシティ推進委員会 in 宮崎

活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　

管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　

改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　

委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　

製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　

断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
す
、裁
ち

屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性
が

操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒

自
動
化

　
　
　
　
　
　
　

 

←

　
　
　
　
　

   　  

改
善 

　

怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
い
人
が
で
て
く
る

の
で
規
則
に
縛
ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て

い
く
こ
と
、多
様
な
働
き
方
を
承
認
す
る

こ
と
で
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
を
承
認
と
コ
ミュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　

産
休
あ
け
育
児
の
間
は
、希
望
に
応
じ

て
管
理
職・時
短
勤
務
の
正
社
員・パ
ー

ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤

務
の
選
択
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し

て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

共
働
き
の
男
性
社
員
も
家
事
分
担
の

た
め
早
朝
出
勤
〜
夕
方
ま
で
と
勤
務
時

間
帯
の
変
更
を
認
め
て
い
る
。変
更
し
た

人
か
ら
、家
に
帰
って
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
立
て
や
す
く
なっ
た
と
い
う
声
あ
り
。

　

仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

打
ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への

発
注
可
否
な
ど
Io
T
を
活
用
し
た“

見

え
る
化”

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し

後
押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け

る
。

　

新
人
が
入
社
し
た
時
や
部
ご
と
や
プ

ロ
ジェク
ト
ご
と
で
、ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
等
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ

る
よ
う
な
場
づ
く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　

子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い
場
合
、子
連

れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事
中
の
親
の
傍

ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、待

機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会
社
も
か
か

わって
解
決
し
て
い
る
。

　

愛
媛
で
は
、第
１
子
に
の
み
お
む
つ
が

支
給
さ
れ
る
が
、２
子
以
降
は
会
社
か
ら

お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。育
休
を
全
員
取
得
し
て
復
帰
。男
性

も
1
名
取
得
。今
年
は
3
人
が
産
休
か
ら

復
帰
し
て
い
る
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　

S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　

個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“

お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に

認
定
さ
れ
た
。現
在
は
健
康
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ

り
、自
社
で
の
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

　
株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）近
藤

社
長
よ
り
産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女

性
社
員
に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な

の
に
副
業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る

こ
と
に
な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す

る
と
の
こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ど
う
す
れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
コ
メ
ン
ト

　

結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

余
暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い

る
。

　

持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　

昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
で
す
が
、具
体
的

に
そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と

ん
考
え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
た
。

自
動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な

印
象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う

気
持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場

合
も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必

要
と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
）

講師：愛媛県佐川印刷株式会社 代表取締役社長 佐川正純氏
開催：令和元年９月２７日（金） 午後4時～ ニューウェルシティ宮崎 

ダイバーシティ＆インクルージョン
経営をお伝えすべく、宮崎へ



活
動
に
参
加
し
た
り
、旅
行
や
趣
味
に
よ

り
見
聞
を
広
げ
る
な
ど
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

〈
見
え
る
化
〉

　“

見
え
る
化”

で
、問
題
や
課
題
を
デ
ー

タ
に
も
と
づ
き
客
観
的
に
把
握
。改
善
点

を
洗
い
出
す
。粗
さ
が
し
で
は
な
く
、社
員

が
活
躍
す
る・幸
せ
に
な
る
た
め
の
見
え

る
化
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

　

管
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用
。必
ず
イ

ン
プ
ッ
ト
が
な
い
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
な
い
。

　

改
善
活
動
を
と
お
し
て
業
績
向
上
し

た
ら
、給
与
へ
反
映
さ
せ
る

①
Io
T
に
よ
る
見
え
る
化　
　

②
自
動
化

③
多
様
な
働
き
方
の
承
認

①
②
と
③
両
輪
を
回
す
た
め
、付
加
価

値
向
上
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
５
年
。

　

委
員
会
で
は
、な
ぜ
こ
れ
を
やって
い
る

の
か
？
自
分
た
ち
の
た
め
の
改
善
活
動
だ

と
繰
り
返
し
説
明
し
て
い
る
。健
康
診
断

で
自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
が
わ
かっ
た
ら
改
善

し
よ
う
と
す
る
の
と
同
じ
。

　
一
方
、営
業
が
大
き
な
仕
事
を
取
る
た

め
の
戦
略
的
な
受
注
だ
と
い
う
根
拠
が

あ
れ
ば
、安
値
受
注
も
認
め
る
よ
う
な
柔

軟
な
対
応
を
し
て
い
る
。

〈
原
因
分
析
と
改
善
提
案
に
よ
る
実
績
事
例
〉

　

製
版
の
面
付
け
、断
裁
な
ど
最
終
失

敗
し
た
ら
大
変
だ
が
付
加
価
値
が
上
が

ら
な
い
も
の
を
自
動
化
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
。自
動
面
付
け
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
面
付
け
作
業
が
効
率
化
、

C
T
P
は
無
人
化
し
た
。製
版
担
当
は
そ

の
後
、D
T
P⇒

デ
ザ
イ
ナ
ー⇒

デ
ィ
レ

ク
タ
ー
へ
と
キ
ャ
リ
ア
U
P
し
て
い
る
。

　

断
裁
機
で
は
、断
ち
順
を
デ
ー
タ
で
指

示
、断
裁
刃
に
触
れ
な
い
よ
う
静
電
気
で

張
り
付
く
紙
出
を
エ
ア
ー
で
落
と
す
、裁

ち
屑
は
自
動
で
回
収
さ
れ
る
な
ど
の
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、パ
ー
ト
の
女
性

が
操
作
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

S
D
P（
佐
川
ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
ダ
ク

ション
シ
ス
テ
ム
）　

　
見
え
る
化⇒

問
題
点⇒
自
動
化

　
　
　
　
　
　
　

 

←

　
　
　
　
　

   　  

改
善 

　

怖
い・重
い
が
排
除
で
き
れ
ば
、女
性
で

も
働
き
や
す
い
環
境
に
な
る
。

〈
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
ク
リ
アへの
取
り

組
み
〉 ＊
シ
ー
ト
参
照

　
も
と
も
と
写
植
な
ど
女
性
が
多
かっ
た

背
景
は
あ
る
が
、女
性
社
員
の
活
用
を
積

極
的
に
行
って
い
た
。し
か
し
結
婚
、出
産

を
迎
え
る
際
に
就
業
規
則
を
あ
て
は
め
て

考
え
て
い
た
ら
、残
れ
な
く
な
る
。そ
こ
で
、

2
0
0
4
年
よ
り
厚
労
省
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ア
ク
シ
ョ
ン
項
目
を
考
慮
し
、規
則
に
縛

ら
れ
ず
、都
度
判
断
し
て
い
く
こ
と
、多
様

な
働
き
方
を
承
認
す
る
こ
と
で
、ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
勤
務
が
維
持
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

〈
多
様
な
働
き
方
の
承
認
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

ション
の
場
づ
く
り
〉

　
育
休
復
帰
社
員
は
、働
き
方
の
希
望
を

把
握
し
希
望
に
応
じ
て
管
理
職・時
短
勤

務
の
正
社
員・パ
ー
ト・在
宅
勤
務
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
選
択
が
可
能
に

し
て
、キ
ャ
リ
ア
の
中
断
が
な
い
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

I
o
T
を
活
用
し
た“

見
え
る
化”

で

仕
事
量
の
判
断
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、打

ち
合
わ
せ
の
時
間
短
縮
、外
注
先
への
発

注
可
否
な
ど
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

女
性
だ
け
で
な
く
共
働
き
の
男
性
社

員
も
家
事
分
担
の
た
め
早
朝
出
勤
〜
夕

方
ま
で
と
勤
務
時
間
帯
の
変
更
が
可
能

と
なっ
た
。

　

女
性
管
理
職
、管
理
職
候
補
者
の
所

属
部
横
断
の
組
織“

SAKAW
A

な
で
し

こ
連”

で
は
、異
業
種
交
流
会
への
参
加
や

商
品
企
画
を
行
って
い
る
。女
性
は
少
し
後

押
し
す
る
と
男
性
社
会
に
出
て
い
け
る
。

　

職
位
や
部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、横
断
的

に
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
等
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
図
れ
る
よ
う
な
場
づ

く
り
も
し
て
い
る
。

〈
子
育
て
を
応
援
す
る
風
土
づ
く
り
〉

　
夏
休
み
な
ど
子
ど
も
の
預
け
先
が
な
い

場
合
、子
連
れ
で
の
出
社
を
認
め
、仕
事

中
の
親
の
傍
ら
で
宿
題
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
り
、待
機
児
童
問
題
が
あ
れ
ば
、会

社
も
か
か
わって
解
決
し
て
い
る
。

　

愛
媛
で
は
、第
2
子
以
降
に
お
む
つ
券

が
支
給
さ
れ
る
が
、第
1
子
誕
生
の
社
員

に
は
会
社
か
ら
お
む
つ
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
こ
の
10
年
間
で
、18
人
の
子
ど
も
が
誕

生
。の
べ
8
名
の
社
員
が
育
休
を
取
得
し

て
復
帰
。う
ち
男
性
も
1
名
取
得
。女
性

の
育
休
取
得
復
帰
は
1
0
0
％
。

　

個
別
事
情
に
対
応
し
て
も
らっ
た
人
は

“

お
蔭
さ
ま”

、周
り
の
人
は“

お
互
い
さ

ま”

の
精
神
で
助
け
合
え
る
風
土
づ
く
り

が
大
事
。

〈
取
り
組
み
の
成
果
と
今
後
〉

　

S
D
G
s
８
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク

(

＝
誇
り
を
も
て
る
仕
事)

で
地
域
に
貢
献

し
た
い
と
考
え
、オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
工
場
の

拠
点
を
統
合
す
る
際
、閉
鎖
す
る
こ
と
な

く
仕
事
と
農
業
を
兼
業
し
て
い
る
社
員

が
多
く
、お
祭
り
や
地
域
活
動
と
の
両
立

が
で
き
る
よ
う
、デ
ジ
タ
ル
印
刷
工
場
に

転
換
し
た
事
業
所
を
残
し
て
い
る
。

　

2
0
1
7
年
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営

1
0
0
選
企
業
に
認
定
さ
れ
た
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
化
、働
き
方
に
多
様
性

を
も
た
せ
た
結
果
、平
均
年
齢
４２
歳
。　

　
勤
続
１６・７
年
。取
り
組
み
始
め
の
2
0 

0
4
年
と
2
0
1
9
年
を
比
較
す
る
と

女
性
の
勤
続
年
数
や
管
理
職
登
用
率
等

ス
コ
ア
が
大
き
く
向
上
し
て
い
る
。

　
現
在
は
健
康
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

講
演
の
後
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
よ
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り
、自
社
で
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
、う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
事
例
の
紹
介
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
場
を
設
け
た
。

〈
Q
&
A
〉

株
式
会
社
近
藤
印
刷（
名
古
屋
）

近
藤
社
長
よ
り
の
質
問

　

産
休
明
け
時
短
勤
務
中
の
女
性
社
員

に
副
業
を
認
め
た
。時
短
勤
務
な
の
に
副

業
？
と
他
の
社
員
と
対
立
す
る
こ
と
に

な
り
、結
果
、副
業
を
メ
イ
ン
に
す
る
と
の

こ
と
で
退
職
す
る
こ
と
に
なっ
た
。ど
う
す

れ
ば
よ
かっ
た
か
？

佐
川
社
長
よ
り
の
コ
メ
ン
ト

　

結
婚
し
た
相
手
の
価
値
観（
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
や
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
中
の
仕
事
の
や
り

が
い
な
ど
）は
尊
重
せ
ざ
る
を
え
な
い
。休

み
を
取
る
こ
と
で
他
人
に
し
わ
よ
せ
が
出

る
時
、お
互
い
が
ど
う
い
う
関
係
か
権
利

や
価
値
観
の
共
有
が
必
要
で
は
？

　
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
は
？
休
み

は
何
の
た
め
に
あ
る
か
？
会
社
は
人
生
の

大
半
を
過
ご
す
場
。家
族
持
ち
だ
け
で
な

く
、独
身
社
員
も
外
に
出
る
機
会
が
な
い

と
世
間
知
ら
ず
に
な
る
。い
ろ
い
ろ
な
体

験・ア
イ
デ
ア
を
得
て
も
ら
い
た
い
の
で
、余

暇
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。

　

持
ち
つ
持
た
れ
つ“

お
互
い
さ
ま
、お
蔭

さ
ま”

の
か
か
わ
り
あ
い
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
カ
バ
ー
し
あ
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

と
よ
い
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、活
発
な
質
疑
応
答
も

行
わ
れ
、盛
会
で
お
開
き
と
なっ
た
。

　

昨
年
、自
動
化
さ
れ
た
工
場
、な
で
し

こ
連
で
活
躍
し
て
い
る
社
員
の
方
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今

回
は
、佐
川
社
長
が
現
在
の
会
社
に
つ
く

り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
考
え
の
過
程
を
伺
う

こ
と
が
で
き
た
。社
員
の
た
め
と
、ど
の
経

営
者
も
思
って
い
る
こ
と
だ
が
、具
体
的
に

そ
れ
は
ど
う
い
う
状
態
な
の
か
、実
現
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
と
こ
と
ん
考

え
実
行
し
て
積
み
上
げ
て
こ
ら
れ
た
。自

動
化・見
え
る
化
と
い
う
と
ド
ラ
イ
な
印

象
を
受
け
る
が
、根
底
に
社
員
を
思
う
気

持
ち
が
あ
り
、個
別
事
情
に
応
じ
る
場
合

も
、周
り
の
人
への
配
慮
や
感
謝
が
必
要

と
時
に
は
親
の
よ
う
に
注
意
を
す
る
な

ど
、人
間
的
な
関
わ
り
を
大
事
に
さ
れ
硬

柔
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
っ
て
経
営
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
かっ
た
。

（
報
告
／
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会 

鈴
木
裕
香
） ＊ポジティブアクションシート

＊ポジティブアクションサイト
（https://positiveaction.mhlw.go.jp/check/）

シ 　
デ
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交流サービス委員会
第４7回大阪印刷産業人ゴルフ大会
優勝者コメント

この度は、優勝という栄誉をいただき、
誠にありがとうございます。

　この大阪印刷産業人ゴルフ大会には、2005年
からほぼ毎年参加させていただいておりますが、
2014年の準優勝が最高順位で、とうとう念願の
優勝を果たすことができました。
　ちなみに初参加の2005年は西宮カントリー倶
楽部での開催でしたが、スコアが124という成績
でBB賞、その時は参加者も多く、賞品は電子レン
ジでした！
　今回開催のよみうりカントリークラブは、別のコ
ンペで何度もラウンドしており、優勝も何回かして
いて、相性がいいのかなと思います。また、コース
レイアウトが大体わかっていたことも、自分には有
利だったかもしれません。さらに、いつもはとても
速いグリーンで3パットを連発、5パットもしたこと
がありましたが、今回は砂がまかれてあって、いつ
になく遅いグリーンであったことも、自分にとって

はやりやすかったです。
　そして、ハンディキャップについても、叩いた
ホールはほぼ隠しホールに入っており、ハンディに
も恵まれたのかなと思います。
　しかし、何よりも同組のメンバー、山崎副理事
長、速水社長、國安様と和気あいあいと楽しくラ
ウンドできたこと、さらに、キャディさんも素晴らし
い方で、距離やグリーンのラインについてのアド
バイスも的確にしてくれたことで楽しくラウンドで
きたことが優勝の要因だと思います。
　最後に設営していただいた交流サービス委員
及び事務局の方、お世話になり、ありがとうござい
ました。そして、そして所用があったとはいえ、優
勝者がいない表彰式としてしまったこと、お詫び
申し上げます。

相互ビジネスフォーム㈱  川畑利之

交流サービス委員会INFORMATION

　１０月１０日（木）、毎年恒例の大阪印刷産
業人ゴルフ大会が、当日は晴天に恵まれ、
今年はよみうりカントリークラブで開催され
た。参加人数は印刷業界と関連業界の方々
合わせて２８名。昨年より１名増となった。今
年で４７回目を迎える本大会は山田製本㈱
山田専務のお世話により、よみうりカントリー
クラブでのプレーとなった。

　朝、８時４５分out－inに分かれてそれぞれ
1組目から優勝を目指して順次スタートし
た。プレー終了後、交流サービス委員会の

山形委員長の司会で表彰式並びに懇親会
が行われた。
　最初に作道理事長から挨拶があった。
続いて、山崎副理事長がプレゼンターとな
り成績発表が行われた。並みいる強豪をお
さえ、相互ビジネスフォーム㈱の川畑利之
氏（ｏｕｔ３７／ｉｎ４４／グロス８１／ハンディ
10．８／ネット７０．２）が見事に優勝した。川畑
氏は今年６月に開催された支部対抗ゴルフ
大会に続き、連続優勝となった。
　引き続き、順位発表が行われた。会は和
やかに進み、優勝者スピーチの予定である
が、所用のため欠席され、準優勝者である
東條秀樹氏のスピーチが行われた。最後に
山崎副理事長から締めの挨拶があり１６時
に散会となった。

　組合の行事は参加して初めて人とのつ
ながり、情報交換ができます。平日というこ
とで、参加いただくことは大変だと思いま
すが、年に１回の行事、来年、ぜひ皆様の参
加をお待ちしています。

（大阪府印刷工業組合 事務局）

第４7回大阪印刷産業人ゴルフ大会

よみうりカントリークラブにて
28名が競演

作道理事長

川畑利之（相互ビジネスフォーム㈱）
東條秀樹（北東工業㈱）
岩倉大介（岩倉印刷紙業㈱）
山本耕司（やまかつ㈱）
山田修平（山田製本㈱）
瀧本正明（㈱やまとカーボン社）
鈴木重雄（富士ゼロックス㈱）
市枝　章（㈱ＦＦＧＳグラフィックサプライ）
井爪大策（アイマー・プランニング㈱）
松本浩一（松本印刷㈱）

●順位（上位１０位・敬省略）
１位・
２位・
３位・
４位・
５位・
６位・
７位・
８位・
９位・
１０位・

ＮＥＴ
７０．2
７１．2
７2.0
７2．0
７2．6
７2.6
７3.8
７3.8
７4.2
７5．6

優勝の川畑氏
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令
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日
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摂
陽・生
栄・東
和
支
部
）合
同
イ
ベ

ン
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弾
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て
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マ
ト
カ
ン
ト
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ー
ク
ラ
ブ
に
て
摂
陽
支
部
が
幹
事
と

な
り
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
3
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
と
し
て

は
第
2
弾
で
し
た
が
8
組
28
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。朝
7
時
40
分
と
い

う
集
合
時
間
で
し
た
が
全
員
が
7
時

30
分
に
は
集
合
す
る
ぐ
ら
い
、や
る
気

を
感
じ
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
天
気
も
よ
く
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日

和
に
な
り
ま
し
た
。ま
ず
は
開
会
の
挨

拶
が
摂
陽
支
部
の
米
花
支
部
長
か
ら

あ
り
、引
き
続
き
摂
陽
支
部
の
正
本
氏

か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、そ
の
後
、全

員
で
集
合
写
真
と
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組
の
写
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を
撮

り
、和
気
あ
い
あ
い
と
時
間
ど
お
り
に

そ
れ
ぞ
れ
ス
タ
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ト
し
ま
し
た
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さ
つ
き
ス
タ
ー
ト
と
さ
ざ
ん
か
ス

タ
ー
ト
に
分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
が
お
昼
は
さ
つ
き
ス
タ
ー
ト
の
組
が

な
か
な
か
上
が
って
来
な
く
て
何
か
ト

ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
の
か
と
心
配
し
ま
し

た
が
、当
日
ク
ラ
ブ
選
手
権
が
行
わ
れ

て
お
り
、後
で
聞
い
た
ら
2
組
ス
ル
ー

し
た
と
の
こ
と
で
上
が
り
が
40
分
程
度

遅
れ
た
み
た
い
で
し
た
。当
日
、ゴ
ル
フ

場
設
定
が
ク
ラ
ブ
選
手
権
用
に
な
って

い
ま
し
た
の
で
ピ
ン
の
位
置
な
ど
難
し

い
と
こ
ろ
に
き
って
い
た
り
、ア
マ
チ
ュア

ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
は
大
変
な
コ
ン
ペ
に
な
り

ま
し
た
。

　
プ
レ
イ
終
了
後
は
お
待
ち
か
ね
の
表

彰
式
で
ダ
ブ
ル
ぺリ
ア
上
限
な
し
で
やっ

3支部（摂陽・生栄・東和）合同ゴルフコンペ

ゴルフ日和に、8組28名の参加
開催：令和元年10月20日（日） 午前7時40分～  ヤマトカントリークラブ

支部活性化プロジェクト

て
い
ま
し
た
の
で
、大
た
た
き
し
た
ホ
ー

ル
が
ハ
ン
デ
ィ
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
い
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
始
ま
り
ま
し
た
。ま

ず
は
摂
陽
支
部
の
米
花
支
部
長
か
ら

挨
拶
が
あ
り
、続
い
て
生
栄
支
部
の
高

橋
支
部
長
か
ら
3
支
部
合
同
イ
ベン
ト

の
バ
ス
ツ
ア
ー
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令
和
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年
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月
16
日

（
日
）に
行
わ
れ
る
案
内
が
あ
り
参
加
を

お
願
い
し
ま
し
た
。引
き
続
き
ゴ
ル
フ
は

さ
れ
な
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で
す
が
挨
拶
の
た
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に
お
越

し
い
た
だ
い
た
東
和
支
部
の
木
原
支
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長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
て
成
績
発
表
で
す
が
、第
2
回
3

支
部
合
同
コ
ン
ペの
優
勝
者
は
生
栄
支

部
の
空
井
印
刷
㈱
空
井
氏
が
グ
ロ
ス

82
／
ネ
ッ
ト
71・2
で
見
事
に
優
勝
し

ま
し
た
。準
優
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は
東
和
支
部
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作
道
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刷
㈱
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谷
川
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グ
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ス
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ネ
ッ

ト
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㈱
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イ
ト
川
崎
氏
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グ
ロ
ス
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ト
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で
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前
回
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イ
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直
江
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で
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当
日
の
夜
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
決
勝
ト
ー
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メ
ン
ト
の
日
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代

表
の
試
合
が
あ
る
の
で
早
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に
切
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上

げ
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と
な
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ま
し
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。

　
3
支
部
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
ご
参

加
の
皆
様
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
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様
の
お
か
げ
で
ケ
ガ
も
な
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に
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す
る
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と
が
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
も
、引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

（
摂
陽
支
部
支
部
長
　
米
花
正
晃
）

米花支部長挨拶

表彰式挨拶木原支
部長 優勝の空井氏（右） 準優勝の長谷川氏 3位の川崎氏　
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委員会レポートINFORMATION委員会レポートINFORMATION

令和元年度
第4回 交流サービス委員会

議事録（一部抜粋）

日　時：9月25日（水） １８時～19時15分
場　所：大阪印刷会館 ３階会議室
出席者：山崎副理事長、他１２名（欠席者３名）
　　   司会：事務局・山形委員長

１．委員長挨拶

2．報告・依頼事項（事務局より）
（１）全印工連フォーラムゴルフ大会
（２）大阪印刷産業人ゴルフ大会の案内
（３）GPマーク説明会実施報告
（４）JPPS更新講習会について
（５）各種無料相談案内（PRI・O9月号参照）
　以上資料の要点のみ読み上げ確認した。

3．検討事項
（１）関西国際空港見学バスツアーについて

（10月26日開催分）
・役割分担について
　山形委員長より関西国際空港見学バス
ツアーについて当日の全体的な時程の確
認と景品、役割分担について資料を基に説
明および人員の配置が決められた。（おお
むね下記のとおり。）
①司会進行を中原副委員長、バスの進行
係を宮田・長谷川委員で行うこととなった。
②広報誌「PRI・O」記事用の記録：空井委
員、写真：小澤委員
③空港内案内、JR、南海改札口方面A地区：
空井・原田委員、B地区：北口・橋本委員、C地
区：宮田、永田委員。第一ターミナル付近D
地区：長谷川・佐原委員。集合場所（団体乗
降所）E地区：鎌田・小澤・山形・中原・徳田副
委員長にそれぞれ決定した。
④景品（予算：2万円）については山形委員
長の提案によりゲットクラブ（ネット販売：ホ
テル日航へ直送）で調達し、１～5位まで20
名分を用意することとなった。また、子ども
向けのお土産は原田委員（ゲットクラブを

利用して）の担当となった。
⑤備品については名札、掲示物等事務局
で用意する。次回委員会で提示する。
⑥ゲーム内容に関しては、佐原・長谷川委
員から提出された項目にて検討することに
なった。次回委員会で提示する。
（２）ボウリング大会について
　決定事項は以下のとおり。
①開催会場：港区弁天町のグランドボウル
②開催日・時間：令和2年2月9日（日）午前
10時～
　懇親会場については未定（今後予算と人
数等に見合う適当な場所を探す。）

　山崎副理事長より、閉会の挨拶があり、
19時１５分に閉会となった。

（次回日程）
日時：１０月１５日(火） 18時～
場所：大阪印刷会館 3階会議室

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第5回 交流サービス委員会

議事録（一部抜粋）

日　時：１０月１5日（火） １８時～19時10分
場　所：大阪印刷会館 ３階会議室
出席者：山崎副理事長、他１２名（欠席者３名）
　　   司会：事務局・山形委員長

１．委員長挨拶

2．報告・依頼事項（事務局より）
（１）全印工連フォーラムゴルフ大会について
（２）大阪印刷産業人ゴルフ大会の案内
（３）各種無料相談案について（PRI・O10月
　号参照）
　以上資料の要点のみ読み上げ確認した。

3．検討事項
（１）関西国際空港見学バスツアー最終打合
　せについて（10月26日開催分）
　山形委員長より関西国際空港見学バス
ツアーの食事会（懇親会）の席割について

役員の席と併せて、参加者の組み合わせ
が決められた。名簿に記載の参加者の席割
り一覧表について、事務局への作成依頼が
あり、作成後、正副委員長、副理事長へ確認
のメールをすることとなった。
　次に子ども向けお土産（原田委員セレク
ト）と景品（山形委員長セレクト）の決定を
行った。
　また、山形委員長より当初、参加を100名
に予定していたが申し込みが65名（最終）
となったため、役員のバスツアーへの同乗
が制限されることが報告された。
（２）最近の労務問題・働き方改革について
　中尾労務士より今回は時間外について
特に中小企業の時間外労働の把握（管理）
の検証が困難になっており労基署自体も
個々の事業所が法（36協定）に抵触してい
るか実態把握は困難な状況であり、勤怠管
理ソフトもかなり高額なシステムを導入し
なければ時間外の把握に対応できない状
況にあることを説明された。次に同一労働、
同一賃金について、中小企業の実態は主に
非正規雇用が会社を支えており、正社員と
の区別に合理性に欠けることが生じてい

る。特に給与（賞与も含む）や勤務条件に差
を設けることが難しくなってきている。この
件について全印工連が印刷業に特化した
マニュアルを厚生労働省と共同で作成し
ているようなので大印工組も全印工連か
ら入手されてはと提案された。
　このマニュアルを使って令和2年2月4日
（火）6時から労務セミナーを予定されると
の報告であった。
　原田委員から10月22日（火）即位礼正殿
の儀の日の取り扱いについて質問があり、
中尾労務士より雇用契約に土・日、祝祭日
の休業が明記されている場合は休業とな
る。今回の即位礼正殿の儀については当
初のカレンダーにより休業日としないと年
度当初に決められていたら、それを通して
しまうことも可能との回答であった。

　山崎副理事長より、閉会の挨拶があり、
19時１0分に閉会となった。

（次回日程）
日時：１２月３日(火） 18時～　場所：未定

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第6回 例会運営委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：9月13日（金） １８時～20時
場　所：大阪印刷会館 ４階会議室
出席者：家田委員長、他11名（欠席者3名）

１．開会の挨拶
2．報告事項
（１）第４回例会運営委員会議事録（8/7）
　各自お目通しいただくこととなった。
（２）全印工連フォーラム懇親会イベントについて
　10月4日（金）18時30分～20時にホテル
日航大阪にて開催の全印工連フォーラム
（懇親会部分）について、家田委員長より当
日の催事等報告があった。当日お手伝いい
ただける委員7名を決定。当日は17時30分
集合となった。インフォメーションセンター
を設営し、全国の役員の方々へ観光マップ
を配布するなど対応をする。あと、大阪産の
日本酒・ワインを用意することになった。

3．討議事項
（１）第１回組合員例会について
　９月１８日に開催される「組合員例会」につ
いて協議。当日は１２８名が参加。家田委員
長より全体概要についての説明があった。

当日の各テーブルには例会運営委員が１名
付く。委員だけでは人手不足のため常務理
事にもテーブルに付いていただくことと
なった。最終的に1テーブルは８名で１６
テーブルとなった。
　クイズ内容については３～４問を用意。参
加申し込み用紙に記入していただいた事
前のアンケート結果を使用。委員会で案を
出し合った結果、「生まれ干支」や「星座」、
「年齢」、「理事長からの問題」を使用するこ
とになり、最終的に満谷副委員長がクイズ
をパワーポイントで作成、当日プロジェク
ターにて投影することになった。各テーブ
ルリーダーが記入する用紙については、奥
村委員にご提供いただくこととなった。そ
の他の備品は、事務局で用意。景品につい
ては、商品券や図書券を購入することに
なった。席決めについては、当初受付で
テーブル番号カードを無作為に渡す方法
としていたが、支部同士がなるべく同じ
テーブルにならないようにとの意見があ
り、最初からこちらでテーブル番号を決め
てはという意見も出たが、こちらで席を決
めると偶発性がなくなり面白みがないの
で、テーブル番号を無作為に渡す方法は変
更せず、テーブルが決まっている人以外の
配席については、同じ支部同士が一緒にな
らないようにテーブル番号カードを作成す
ることになった。カード製作については、満

谷副委員長に一任することになった。
（２）官公需対応について
　平成３０年度の著作権セミナーは、平成
31年１月２２日（火）１５時～１７時に大阪印刷
会館４階会議室にて開催。２７名の参加が
あった。令和元年度開催予定については、
令和２年１月下旬を検討。各支部新年会の
日程を調査後、講師との調整により決定す
ることになった。講師には、来年１月下旬と
いうことを事務局にてお伝えしておくこと
になった。
（３）新春会員交流大会について
　日　時：令和２年1月10日（金）１８時～
　参加費：７，０００円（予定）
　場　所：太閤園３階「ダイヤモンドホール」
　次回の委員会にて協議することとなった。

4．その他
（１）今後のスケジュールについて
（２）広報誌PRI・O原稿締切日について　
　９月１８日組合員例会内容記事（1ページ）
→11月号掲載（原稿締切9/25）
　
　以上で議事は終了し、20時に閉会となった。

（次回日程）
日時：10月21日（月）18時～
場所：大阪印刷会館 会議室

 （報告：大印工組事務局）

令和元年度
第6回 マーケティング委員会

議事録（一部抜粋）

日　時：9月24日（火） １８時～19時45分
場　所：大阪印刷会館
出席者：浦久保副理事長、山本委員長、
　　　 他13名（欠席者2名）

１．開会の挨拶　２．議題並びに資料の確認
３．副理事長挨拶　４．委員長挨拶

5．検討事項（グループ討議）
（１）ＭＵＤチームについて（１１/２２開催分)
①ＭＵＤセミナーチラシの件
　浦久保副理事長よりＭＵＤセミナーの案
内については、案内チラシは広報誌「PRI・
O」10月号に同送し、ＰＤＦデータは委員各
位にメール配信を依頼された。
　引き続き、山本委員長より、今回のＭＵＤ
グランプリ作品締切日まで残り１週間と
なったが、まだ数点しか事務局に届いてい
ない状況である。各委員からも１作品以上
をお願いしたい。
（２）事業承継チームについて（９/３０開催分）
①事業承継セミナーのご案内（PRI・O９月
　号参照）
②事業承継セミナー参加者名簿
③役割分担表
　山本委員長より事業承継チームの状況

説明をされた。
（３）マーケティングチームについて（１０/３１
　開催分）
①マーケティングセミナーのご案内
　（PRI・O９月号参照）
②マーケティングセミナー参加者名簿
　山本委員長よりマーケティングチームの
状況説明を行った後、各チームに分かれて
副委員長を中心にグループ討議が始まり、
それぞれ報告が行われた。
（田畑副委員長）…「10月31日（木）のマー
ケティングセミナーに向けて、当日の流れ
の確認と役割分担を決定した。現在、申込
状況は61名で、当初の予定である定員60
名を超えた。会場の状況等を考えて、あと
10名は受け付けできるので引き続き集客
をお願いしたい。役割分担の詳細は後日
メールで報告する（主にセミナー司会…
吉田委員、冒頭の挨拶…山本(順)委員長、
締めの挨拶…浦久保副理事長、懇親会司
会…山本(素)委員、冒頭の挨拶…作道理
事長、締めの挨拶…田畑副委員長）。最後
に、セミナーの日程が近づいてきているの
で安田講師と最終の摺り合わせをしてつ
めていきたい」と発言された。
（福山副委員長）…「9月30日のセミナーに
ついて前回の委員会から今回の委員会迄
の申し込みは36名である。定員に達してい
ない。委員各位に改めて集客のご協力を
お願いし、各支部でお声掛けする方のリス
トアップを行った。明日・明後日の2日間で

進め、最低でも60名を目標値にした。当初、
セミナーの司会は藤井委員の担当予定で
あったが、欠席のため今市委員に変更する
こととなった。最後に仕入れ業者等で組合
に未加入の企業にも案内をお配りいただ
きたい」と発言された。

6. 委員プレゼンテーション
    （㈲サンクラール 矢田委員）
　昨年のセミナーで箔を使った特殊印刷
加工技術「Ｓプリズムプリント」の展開等に
ついて説明された。今回は9月17日から「ク
ラウドファンディング」を始めた経緯・準
備・1週間経過後・７人のクリエイター(上田
バロン氏含む)との取り組み等について画
像を基に説明が行われた。

7. 報告依頼事項
（１）わくわく関空見学ツアーのご案内
（２）各種無料相談案内（PRI・O９月号参照）
　について事務局より報告があった。
（３）「ＫＩＣＫＳＴＡＲＴ」についてリコージャパン
　㈱西川氏より案内を行った。

　以上で議事は終了し、19時45分に閉会
となった。

（次回日程）
日時：１０月２４日(木）18時～
場所：リコージャパン㈱

 （報告：大印工組事務局）
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令和元年度
第4回 経営合理化委員会
議事録（一部抜粋）

日　時：１０月１６日（水） １８時～19時40分
場　所：大阪印刷会館
出席者：東條副理事長、石川委員長、他１１名
　　　 （欠席者5名）司会：事務局

１．議題並びに資料の確認 事務局より
２．副理事長挨拶
　
３．委員長挨拶
　生栄支部委員について大宅悟朗氏から
今回より高本禎郎委員に交代となり、高本
新委員より挨拶があった。

４．報告依頼事項
（１）夏事業「業界最先端設備導入企業によ
るセミナー＆工場見学会」開催報告
　本日は古門リーダーが急用で欠席となっ
たため、石川委員長より概要が報告され
た。
　当日は44名が参加した。アンケートは当
日配布できなかったため後日メールにて回
答をお願いし19件の回答を得られ概ね好

評であったが、「サンプル見学の時間配分
が長い」、「懇親会準備の時間が長い」、「飲
み物が冷えていなかった」等の指摘もあっ
た。収支については目標人数に及ばなかっ
たため収入は予算より下回ったが、支出も
予算より抑えたため、差引では予算と大き
な差異は出なかった。
　あと、寄せられたアンケート回答を出席
委員で読み返し、吉田委員執筆のPRI・O掲
載用原稿と併せて内容を確認した。

５．討議事項
（1）冬事業「“物流のこれから”を先端ソ
リューションと改善提案で体感」セミナーに
ついて
　来年2月18日(火)に開催決定している吹
田市「トヨタL＆Fカスタマーズセンター」で
の標記見学会について、今回は若林リー

ダー・児島委員より案内案が提示された。
　出席委員より意見を出し合い修正作業
を行った。案内は「PRI・O」11月号にて1頁で
予告掲載、12月号でも1頁掲載とともに案
内チラシも同封し参加申込受付を開始す
る。

６．その他
　若林リーダーより次回委員会は忘年会
を兼ねて外での開催となることが報告され
た。

　以上ですべての議事が終了し、19時40
分に閉会した。

（次回日程）
日時：１１月１５日（金） 18時～　場所：大鍋や

 （報告：大印工組事務局）

委員会レポート　INFORMATION
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議員より次世代通信技術の『５G』に関して
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支部だよりINFORMATION

　10月5日（土）奈良・シプレカントリークラ
ブにてゴルフコンペを3組で開催すること
ができた。
　当日は台風と台風の合間の晴れ間での
開催となり日頃の皆さんの行動がお天気

に反映された？？？
　風も弱くコースコンディションも万全の
なか、皆さん好スコアが続出した。激戦の結
果、前支部長のコーユービジネス・森内社
長が優勝。準優勝に副支部長の新聞印刷・

福山社長が好スコアをたたき出し、大番狂
わせの結果となった（スミマセン^_^）。
　支部のみんなで和気あいあいと大変楽
しいひと時を過ごすことができた。

（㈱渡辺護三堂 宮田玲）

左から準優勝の福山社長、3位の上野社長、優勝の森内社長

ゴルフコンペ 天親支部

　令和元年初の北支部会秋のゴルフコン
ペが１０月１９日（土）、関西クラシックゴルフ
倶楽部にて開催された。東支部所属 池下
印刷の池下支部長、青葉印刷（株）の依藤
氏、根間印刷（株）の根間氏、東和支部所属
リコージャパン（株）の河村氏にもご参加い

ただき、3支部合同で合計１６名のコンペと
なった。
　前半は曇り空の中でプレーができたが、
後半に入ると傘をさしながらのプレーと
なった。あいにくの天気であったものの誰
も怪我をすることなく無事にプレーを終え

ることができた。
　コンペはダブルペリア方式で争われ、国
際印刷工業（株）の古門常務がグロス８２、
ネット７２．４という成績でベスグロ優勝をさ
れた。「雨の中だったので、無理をしないプ
レーを心掛けた結果よいスコアで回れまし
た」との優勝コメント。準優勝には相互ビジ
ネスフォーム（株）の川畑支部長、３位にはＳＥ
ＩＵＮＤＯ（株）の田畑副支部長、それぞれが
輝いた。
　最後は、田畑副支部長による支部勉強会
の案内と締めの挨拶でお開きとなった。

（北支部 古門昇）

令和元年秋 北支部会ゴルフコンペ 北支部

優勝の古門常務（右）

　2019年9月28日（土）に京都市の京都
経済センター会議室にて近畿ブロック協
議会を開催いたしました。全青協正副議長
6名、大阪34名、兵庫2名、京都10名、和歌
山2名、滋賀1名、奈良1名、 福井1名と近畿
の全府県より参加がありました。
　谷口大青協議員の司会にて進行し、京都
府印刷工業組合副理事長の髙橋東作様の
来賓挨拶を頂戴したのち青木議長の挨拶

と事業説明でスタートし、山本指名副議長
のセミナーに続いて近畿3県による「印刷
会社のハイ・サービス実践報告」が行われ
ました。後半は実践報告のうち大阪の事例
をもとにさらなるハイ・サービスを検討す
るワークショップが開催され、9チームによ
る議論と発表が行われ、盛況のうちに終了
しました。

 （報告：大青協議長 渡辺貞城）

2019年度 全青協近畿ブロック協議会
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【日 時】令和2年1月15日（水）

懇親情報交歓会（パーティー）：午後6時～午後8時
新年互礼会・講演会：午後4時30分～午後5時45分

11F TEL.06-6258-3333
大阪市中央区本町3-6-12（大阪メトロ御堂筋線「本町駅」下車7番出口すぐ）
新年互礼会・講演会：ファウンダースイート
懇親情報交換会（パーティー）：アスターボールルーム

60名／先着順（事前に関西フォーム印刷工業会事務局に連絡必要）
申込締切：令和2年1月10日（金）

【会 場】セントレジスホテル大阪

【募 集】

【参加費】新年互礼会・講演会：無料
懇親情報交歓会（パーティー）：1人 12,000円
当日は非常に混雑が予想されますので、参加費は事前に下記口座へお振り込み
いただけますようお願い申し上げます。
振込先：三井住友銀行 船場支店 普通No.949098 関西フォーム印刷工業会

【講演テーマ】
ヨシモト式 新感覚の対人スキル！
「職場を活性化するツッコミュニケーションⓇ」
【講師】
篠原 充彦氏  ヨシモト式コミュニケーションクリエイター

お問い合わせ・ご連絡先：関西フォーム印刷工業会事務局
TEL.090-1597-6810／FAX.06-6941-0781

関西フォーム印刷工業会
会長 溝口剛司

「新年互礼会・講演会」および
「懇親情報交歓会（パーティー）」のご案内

大阪印刷関連団体協議会 インフォメーション

平素は関西フォーム印刷工業会の事業運営につきまして、格別のご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
今回の講演会は、19歳で吉本総合芸能学院（NSC）に入学後、心斎橋2丁目劇場を中心に7年間漫才師
として活躍。劇場閉館後は、漫才師時代で得た対人スキルを活かして飛び込み営業の会社へ入社し、
入社半年でトップセールスマンとなった後に、営業マン育成マネジメントを経験。「笑いの効能」は人間の営
み、特にコミュニケーションにおいてなくてはならないものと再認識した上で放送作家へと華麗に転身された
篠原充彦氏をお招きして、吉本の笑いの現場で培ってきたプロの放送作家より、誰でも使えるコミュニケー
ションのコツやポイントをわかりやすくご紹介していただきます。
また、「講演会」終了後に、「懇親情報交歓会（パーティー）」を開催いたします。
ご多用とは存じますが、会社のお仲間や部下の方 に々もぜひお声かけいただき、多数のご出席を賜りますよ
うお願い申し上げます。

新春会員
交流大会

場所：太閤園迎賓館3F「ダイヤモンドホール」
　　　大阪市都島区網島町9-10　ＴＥＬ.０６-６３５６-１１１0
会費：お１人様7,０００円（事前にお振り込みお願いいたします。）
詳細：お問い合わせ・お申し込み 大印工組事務局まで
　　　ＴＥＬ.０６-６３５３-３０３５　ＦＡＸ.０６-６３５２-２３６０
主催：大阪府印刷工業組合
協賛：大阪印刷関連団体協議会

開催のご案内

2020

1／10金
１８：00開会 （17：00受付開始）
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　１０月１９日（土）羽曳野「蔵」にて開催。南親
支部有志にて南様勲章受章祝いをご本人
のご希望をお聞きして羽曳野「蔵」さんにて
開催しました。有志１６名の参加で私、山田
の進行にて、中崎支部長より祝辞、並びにお
祝いの贈呈、南様よりご挨拶いただき、受
章時の雰囲気など日頃見ることのない場
面のお話をしていただきました。

　乾杯の発声は、南様と長いお付き合いの
ある大亨印刷社長の五十嵐様より明るく楽
しく元気で・・・高らかなご発声をいただきま
した。
　また、この日のため松村善進堂社長の
松村様より手作りの扇子が用意され、今回
参加者のお名前を明記し南様にお渡ししま
した。約１時間半、いつもどおり和気あいあ

いのなか、岡本副理事長より中締めの挨拶
と、南親では長きにわたりお世話、ご貢献を
いただいた美生社会長山本様の紹介があ
りました。
　中締め後もまだまだ遅くまで、焼肉など
を堪能する方も多く、長時間にわたり祝い
の宴は続きました。

（㈱白文社 山田哲男）

南会長 叙勲お祝い会 南親支部

支部だよりINFORMATION

南様

中締め

中崎支部長 扇子と南様 記念品贈呈

大亨印刷社長 五十嵐様（左）
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緑のロゴのBOXを背負った配達員がお料理を届けてく
れるUberEats。
皆さんは利用されたことがありますか？
UberEatsはWebサイトからお料理を申し込みすると今
いる場所まで届けてくれるサービスで、ざっくりいうと「お
かもち担いで蕎麦屋の配達」の令和版、蕎麦屋と違う点
は配達員が固定のお店の所属ではない、ということです。
登録して、いざ初注文。
お料理自体はちょっと割高（運営手数料の分高め設定？）、
配達料（距離に応じて高くなる）の支払はクレジットカー
ドかデビッドカードのみ。
配達員さんとは現金のやり取りは生じないわけですね。
発注後の進捗状況もWebサイトで一目瞭然。
調理しています・配達しています、などの各種ステイタス

PRI・O グルメレポート

と店から出発後どこまできているのかが地図上で表示
されます。
あと1分です、の表示が出た頃に配達員さんと晴れて対
面、お料理を受け取りみんな笑顔で食事を楽しみました。
このUberEatsですがどういった場面なら受け入れられ
るのか？
忙しくて買いに行く時間もない時はもちろん、ランチ
ミーティングや子どもが小さくて出かけられない時など
にはよさそうですね。
また配達員さん側のメリットは仕事をしたい時にでき、
短時間でもOKなこと。
副業解禁は既存の枠にとらわれない発想が求められそ
うです。
日本上陸から3年、今は都市部だけですが、今後この手
のAIを駆使したいろいろなサービスが浸透していくと思
います。
…さて、いくつ使いこなせるかな？

投稿者：新保雅子
株式会社明光舎印刷所（天親支部）

Uber  Eatsを考える
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ホットコーヒーがおいしい季節ですね！今回は当社

の近くにあります、私がおススメの喫茶店をご紹介

します。

店内は洋風クラシックな感じで、静かな空間。居心地

がとてもよい·✢✶です。おすすめは、サイフォンで淹

れるブレンドのマイルド。とても香りよくあっさりとし

た飲みやすい珈琲です。

こちらのお店を営むオーナーご夫婦、実は私の親戚

なんです（奥様が、私の父の従妹です）。私が行くと、

いつも「元気？ 会社どう？ お父さん元気？」と私の

周りすべてを気にしてくれます（笑）。

PRI・O グルメレポート

また、夜はバーになり、おいしいカクテルを出しても

らえます。

最近は純喫茶が少なくなり、〇トールや〇タバ、コン

ビニのコーヒーを飲むことが多いとは思いますが、

堺筋本町に来られた時には、ぜひサイフォン仕立て

のおいしい珈琲を飲んでみてください。

投稿者：吉田匡廣
株式会社ダイシンコラボレーション（北支部）

創業35年。本町でおすすめの老舗喫茶店「カフェブルグ」
クラシカルで落ち着いた洋風な店内

老舗感たっぷりの入口

ドリンクの価格だけで楽しめるモーニングサービス。平日AM11時まで。

サイフォンで淹れる珈琲は香りが旨い！

「カフェブルグ」
大阪府大阪市中央区安土町2-4-5 SBPビル1F
TEL：06-6262-3724
大阪メトロ堺筋本町駅 17番出口から徒歩約3分
営業時間：カフェタイム
　　　　 月～金7：00～18：00  土8：00～17：00
　　　　  バータイム 月～土19：00～26：00
定休日：日・祝・第5土
URL：http://burg.cafe.coocan.jp/
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技術情報

郡司 秀明（公社）日本印刷技術協会（JAGAT）

ひじわ
　JAGATの『みんなの印刷入門』はロールタイプの

インクジェット印刷機を使って本文を印刷することにした

のだが、思わぬ伏兵に悩まされた。水性インクジェットは

乾燥の問題が付きまとい、乾燥温度を高くすると波打

ち現象等のトラブルが発生してしまうことが報告されて

いた。『みんなの印刷入門』はカラー部分が多く、インク

量が多くなると波打ち現象が強くなってしまうのだ。

　印刷会社とも協議・検討した結果、薄紙は波打ち現

象には弱いので、90kg以上の紙を使用することにした。

にじみ等の問題もあるので微塗工紙よりはコート紙、

それもマットコート紙を使うことで、現在は品質面では落

ち着いている。今後はインクジェットに最適な用紙が増

えていくと思うが、一昔前のオフ輪での「ひじわ」と同じ

トラブルに悩まされるとは思わなかった。

　「ひじわ」とは、オフセット輪転印刷機において、ドライ

ヤー加熱の影響により発生するちりめん状の用紙のし

わのことである。発生原因には印刷テンション、絵柄量、

絵柄配置、用紙の繊維配向性などがある。しかし、最大

の要因は高温加熱乾燥であり、印刷スピードを下げて、

加熱乾燥温度を下げることで減少する。オフセット輪転

印刷特有の問題の一つである。

　印刷紙面がドライヤー内で加熱され紙中の水分が

蒸発する際、インキの着いた部分は蒸発し難いのに対

し、インキの着いていない部分は蒸発がスムーズに行わ

れるため絵柄によって、用紙に不均一な寸法変化が生

まれ、ひじわが発生する。水性インクジェット印刷の場合

も同様である。

　「ひじわ」は乾燥によって印刷部と白紙部の残存水

分に差が生じることになり、用紙収縮が部分的な差と

なって現れ、収縮の少ない絵柄部が膨らみ、これに印刷

テンションが作用して流れ方向に波打ち状のしわが発

生、冷却後しわとして固定化されるというトラブルであ

る。水性インクジェット機の場合は、オフ輪ほど極端なも

のではなく、しばらくすると落ち着いてくるようである。オ

フ輪ほどには急激に乾かさないという理由かもしれない

が、波打ち現象のひどい場合は本文ページだけが伸び

てきてしまうこともある。あまりに顕著な場合は二回断

裁も必要で、回避策としてカバーを付ける手もあるが、

紙さえ吟味すれば大問題になることはないだろう。

　「ひじわ」の軽減は、用紙水分ダウンや、寸法安定性

（伸縮性）の改善などがあるが、極端に紙製造時の水

分を下げると、静電気発生による工程上のトラブルと、

また、折り割れなど、別の品質問題発生の可能性が出

てきてしまう。

　従って現在も、「ひじわ」の完全解消は難しいのだが、

①現状の熱風乾燥方式で、できる限り乾燥温度を下げ

　ること（インクジェットも同様）

②印刷機ドライヤー長さの延長や低温乾燥型インキの

　開発・採用などによる乾燥温度ダウンによる乾燥条

　件の緩和（インクジェットも同様）

③印刷テンションの緩和

④水なし平版の導入

⑤用紙の改善（インクジェット機は、専用紙の方がトラブ

　ルは少ない）

⑥熱に代る乾燥方法として、UV(紫外線)やEB(電子

　線)硬化方式などの新乾燥システムの開発・実用化

　の検討

　などの減少策がオフ輪でも進められている。
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lose-up ompanyC Cクローズアップ カンパニー
富士精版印刷株式会社

D.D.S.S.セミナー
「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理解と実践」

　

D
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践
」の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。

　

SD
G
s

（Sustainable
D
eve 

lopm
entG

oals

）は
、国
連
加
盟

１
９
３
か
国
が
２
０
１
６
年
〜
２
０
３

０
年
の
１５
年
間
で
達
成
す
る
行
動
計

画
で
あ
る
。

　

開
発
途
上
国
の
問
題
／
先
進
国

の
問
題
と
分
け
る
の
で
は
な
く
、地
球

上
の
問
題
は
す
べ
て
が
つ
な
が
っ
て
い

る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
、そ
れ
ら

を
解
決
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

立
案
し
行
動
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。１７
の
大
き
な
目
標
と
具
体
的
な

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
て
お

り
、１７
の
大
き
な
目
標（G

oals

）を

達
成
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
世
界

が
可
能
と
な
る
。セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

は
、「SD

G
s

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
」

「
社
会
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
る
の
か
」

を
2
回
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
で
体
験
し

た
。カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
目
標
を
達
成

さ
せ
る
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。

　

初
回
は
、個
々
の
目
標
達
成
だ
け

を
考
え
ゲ
ー
ム
を
進
め
た
た
め
、経
済

だ
け
が
発
展
し
、社
会
は
荒
ん
だ
も

の
に
なっ
た
。2
回
目
は
、個
々
の
目
標

だ
け
で
な
く
、よ
り
よ
い
社
会
を
構
築

す
る
た
め
に
お
互
い
が
協
力
し
、過
不

足
を
補
い
全
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

た
め
、次
第
に
住
み
よ
い
社
会
に
変

わって
いっ
た
。最
後
に
、「
我
々
が
今
で

き
る
こ
と
」「
将
来
や
る
べ
き
こ
と
」を

討
議
しSD

G
s

の
理
解
を
深
め
た
。

　
「
今
で
き
る
こ
と
」に
つ
い
て
は
、

「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
」「
社
内

に
共
有
の
マ
イ
バ
ッ
グ
を
設
置
し
、レ

ジ
袋
削
減
に
寄
与
す
る
」「
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
カ
ー
ド
の
回
収
と
二
次
利
用
」

「
会
社
近
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
」「
社
内
に

設
置
し
て
い
る
A
E
D
を
社
外
に
も

使
っ
て
も
ら
え
る
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
」

「
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
出
力
は
両
面
推

奨
」「
ノ
マ
ド
ワ
ー
ク
を
始
め
る
」「
無

駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
使
わ
な
い
」「
省

電
力
L
E
D
化
」「
エ
コ
会
議
」「
エ
ア

コ
ン
の
温
度
湿
度
調
整
」「
環
境
配
慮

商
品
の
購
入
」「
簡
易
包
装
」「
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
、電
子
化
で
無
駄
紙
の
排

除
」「
過
剰
ラ
ッ
ピ
ン
グ
防
止
」「
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
購
入
を
控
え
る
」

「
日
用
品
は
詰
め
替
え
を
買
う
」「
安

い
ス
ナ
ッ
ク
を
食
べ
な
い（
熱
帯
林
が

燃
や
さ
れ
、油
ヤ
シ
畑
に
な
る
た
め
）」

「
健
康
に
気
を
付
け
る（
酒
、タ
バ
コ
、

運
動
）」「SD

G
s

の
取
り
組
み
を
話

せ
る
よ
う
に
す
る
」「
食
べ
物
を
残
さ

な
い
、ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、無
駄
な
も

の
は
買
わ
な
い
」「
色
々
な
立
場
の
人

と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
す
る
」な
ど
具

体
的
な
案
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
将
来
や
る
べ
き
こ
と
」に
つ

い
て
は
、「
Ａ
Ｉ
、Ｒ
Ｐ
Ａ
の
推
進
」「
障

が
い
者
雇
用
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く

す
」「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
」「
お
年
寄

り
の
居
場
所
を
つ
く
る
」「
み
ん
な
が

助
け
合
え
る
社
会
を
つ
く
る
」「
健
康

経
営
に
つ
な
が
る
提
案
や
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
を
す
る
」な
ど
が
出
さ
れ
た
。

（
報
告
／D

.D
.S.S.

事
務
局
）

杉田 博幸氏・杉田 純子氏講師：ＳＤＧサポーターズ



デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
SCREENは、本年も印刷業界の発展を全力で支援してまいります。
デジタル印刷で世界が変わる。SCREENが変える。
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大阪支店／06（6531）0333
〒550-0011 大阪市西区阿波座二丁目1-1 大阪本町西第一ビルディング5階

（順不同）著 名営業案内
（株）NPCコーポレーション

北区天満1-9 -19
TEL.6351-7271
FAX.6352-7479

青 葉 印 刷（株）

都島区中野町2-10-11
TEL.6351-5428
FAX.6351-5299

寿 印 刷（株）

西淀川区歌島1-4-4
TEL.6471-3434
FAX.6472-9840

富士精版印刷（株）

淀川区西宮原2-4-33
TEL.6394-1181
FAX.6394-1199

カキモト化工（株）

門真市月出町9-10
TEL.6901-3821
FAX.6905-9248

白石封筒工業（株）

東大阪市高井田中4-1-22
TEL.6789-0018
FAX.6789-0028

キ ハ ラ 工 芸（株）

中央区内淡路町2-1-10 
TEL.6943-7955
FAX.6943-7958

松 本 印 刷（株）

中央区上町1-15-36
TEL.6762-9151
FAX.6762-7292

サン美術印刷（株）

東成区東今里2-15-30
TEL.6976-0231
FAX.6978-2807

大 兼 印 刷（株）

天王寺区清水谷町15-20
TEL.6762-4131
FAX.6762-5815

レスター工業（株）

中央区糸屋町 2-3-2
TEL.6941-8572
FAX.6941-0781

大 興 印 刷（株）
大阪市中央区常盤町1-2-13
TEL.4794-0086  FAX.4794-0087
神戸ポートアイランド工場
神戸市中央区港島南町 4-6-3
TEL.078-303-3660 
FAX.078-303-3669

（株） 一 心 社

天王寺区大道1-14-15
TEL.6771-1121
FAX.6772-6970

大阪印刷工業（株）

八尾市若林町2-114
TEL.072-949-3777
FAX.072-949-6843

（株）美 生 社

西成区出城1-7-4
TEL.6647-8555
FAX.6647-3176

（株）フリーテック

天王寺区寺田町 1-3-8
TEL.6772-3300
FAX.6772-6424

（株）ケーエスアイ

西成区南津守7-15-16
TEL.6652-8000
FAX.6652-8894

岩 岡 印 刷（株）

住之江区中加賀屋4-2-10
TEL.6685-5221
FAX.6685-5634

速 水 印 刷（株）
北区浪花町12-24
赤坂天六ビル4階
TEL.6485-5585
FAX.6485-5586

昌 和 印 刷（株）

平野区瓜破南2-4-138
TEL.6707-1051
FAX.6790-4072

ウ エ ノ（株）

淀川区西中島7-4-17
TEL.6301-1555
FAX.6301-1557

www.sansei-int.co.jp

〒550-0015
大阪市西区南堀江1-1-14  四ツ橋中埜ビル6階
TEL（06）6532-8811

株式会社サンセイ
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石
川
　
忠

大
印
工
組
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事
長
　
富
士
精
版
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㈱
会
長

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
元
会
長

ど
う
だ
ん
の
つ
ゝ
じ
赫
々
冬
の
庭

冬
牡
丹
手
入
れ
の
メ
モ
の
添
へ
て
あ
り

静
寂
の
玄
関
冬
の
牡
丹
か
な

ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
知
ら
ず
雨
激
し

ク
リ
ス
マ
ス
ワ
イ
ン
一
人
で
飲
み
続
け

 

　　
　
　
　  

　
石
川
　
た
だ
し

組合事務局および大阪印刷会館は、12／28（土）～1／5（日）の間、休業いたします。

IN FORMAT ION

なんば機械㈱（天親支部）難波鷹夫 代表取締役社長
〒537-0023 大阪市東成区玉津1-4-22 関済協ビル４Ｆ
ＴＥＬ：06-6977-5551　ＦＡＸ：06-6977-5552

もず印刷（堺支部）藤岡弘 代表者
〒593-8303 堺市西区上野芝向ヶ丘町5丁１４番8号
ＴＥＬ：072-278-8780　ＦＡＸ：072-289-9861

みどりプリント（堺支部）三家本秀樹 代表者
〒590-0812 堺市堺区旭ヶ丘南町3丁3-17
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：072-244-6959

【新入会員】
中原産業㈱（東和支部）新社長に中原秀記氏が就任。

オクイ㈱（天親支部）新社長に奥井厚邦氏が就任。

はまや印刷㈱（東和支部）新社長に服部晴明氏が就任。

㈱シンエイ（福島支部）新社長に佐々木慎介氏が就任。

【代表者変更】

三好正幸氏（東和支部）㈱ 三栄精版印刷所 代表者
平成31年２月１６日死去。８３歳。

【訃　　報】

㈱サンセイ四ツ橋オフィス（生栄支部）→㈱サンセイに社名変更

【社名変更】

岡村印刷工業㈱大阪営業所（本部直轄）

令和元年8月16日から以下に移転

〒581-0038 八尾市若林町1-76-3 朝日生命ビル４Ｆ

ＴＥＬ：072-949-3334　ＦＡＸ：072-949-3335

オクイ㈱（天親支部）令和元年9月28日から以下に移転

〒577-0055 東大阪市長栄寺14-27

ＴＥＬ：06-6743-6570　ＦＡＸ：06-6743-6571

【移　　転】




